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巻頭言 
COE プログラムの「着地」とセンタ－の今後 

 

自然計測応用研究センタ－長 柏谷健二 

 

センタ－所属の研究者の多くが直接的・間接的に関わっている 21 世紀 COE プログラム「環日本

海域の環境計測と長期・短期変動予測」（以下「海」）も残すところ後 1 年となった．2002 年 10

月，センタ－の開所式の直前に採択の通知があり，センタ－の発足に励ましを頂いたような格好

であった．小生自身，採択前の９月，英国で開催された国際会議の帰り，金沢に帰らずに関西空

港から東京に直接赴き，林学長，早川教授，川西助教授共々ヒアリングに臨んだことを覚えてい

る．3 年目の 2005 年には中間評価があり，現地ヒアリングが金沢大学で開催された．「拠点形成」

という観点から，かなり辛口の批評を頂いたが，最終的には何とか「B」評価（4 段階の２番目）

となり，安堵した．これ自体センタ－に対する直接的な評価ではないが，評価に曝されることは

研究機関の宿命である以上，外部からの評価を積極的に活用する「術」をセンタ－としても身に

着けたいところである． 

さて，その COE プログラムの終了（「着地」）とセンタ－の今後の展開である．「我が国の大学に

世界最高水準の研究教育拠点を形成し，研究水準の向上と世界をリ－ドする創造的な人材育成を

図るため」というのが COE プログラムの趣旨である．この１，２年，当センタ－ではプログラム

終了後の受け皿（拠点）形成を意識した組織の拡充を進めている．昨年度設立した２客員研究部

門（自然環境情報部門および人間環境情報部門）は，金沢大学 COE（海）グル－プおよび関連研

究機関のこれまでの研究成果や今後の研究の集約と共に環日本海域の環境情報の収集・発信を担

う情報センタ－的な役割が期待されている．また，この一年は金沢大学 COE「海」主催で国内・

国外との連携を目的とした環日本海環境戦略研究機構会議（環日本海域の関係大学・自治体等の

研究機関）が 2 回開催され，当センタ－は主力構成メンバ－として参加した．次年度は海外の研

究機関も含めた環日本海環境戦略研究機構会議が予定されており，日韓を中心に中国，ロシア，

モンゴル等のユ－ラシア東部・環日本海域における連携の結節点（拠点）としての実質化が進め

られることになる． 

現在センタ－での中心的なプロジェクトは COE プログラム「海」関連と学内重点研究に関係す

る「人間圏環境における自然と最適環境創造工学の展開」であるが，前者は「ユーラシア東部・

環日本海域の地表プロセスと歴史的環境変動」（仮称）への発展を目指し，中国東北部やモンゴル

での共同研究等にも着手している．また後者はバイオサイアンスとの結合を追跡し，関連分野と

協力しながら精力的な活動を展開している．センタ－のプロジェクトは上記の二つに限られてい

るわけではないが，この二つが相補的な関係で発展し，センタ－全体の研究レベルの飛躍的な展

開に結びつくことを期待したい．そして，このことはセンタ－設立の目的に適うものであり，ま

た 21 世紀 COE プログラムの趣旨とも重なるものであろう． 



- 2 - 

１．センターの活動 

1）１年間の活動概況 

 

項 目 行事名称（開催日等） 

国際ワークショ

ップ・シンポジ

ウム 

 

 

 

 

 

 

 

１）国際ワ? クショップ「東アジアにおける現代の地球表層プロセスと歴史時

代の環境変動」（平成 17 年 10 月 17 日～21 日，金沢） 

２）国際シンポジウム「ユーラシア東部とその周囲の環境変動」（平成 17 年 12

月 6 日～10 日，韓国・慶州） 

３）国際ワークショップ「流体力学でビジネスは可能か」及び日本機械学会流

体工学部門講演会（平成 17 年 10 月 29 日～30 日，金沢） 

４）特別講演会「水圏・水域の環境に関する諸問題」（平成 18 年 2 月，金沢） 

５）ワークショップ「環日本海域環境情報のデータベース構築に関するワ? ク

ショップ」（平成 17 年 6 月，金沢） 

研究会等の開催 

 

 

 

１）地下水流向・流速計研究会（平成 17 年 5 月 金沢，平成 17 年７月 会津） 

２）北陸流体研究会（平成 17 年 3 月 富山，同９月 金沢，各 100 名） 

３）バイオサイエンスシンポジウム（第 6 回：平成 17 年 12 月 15 日，第 7 回：

平成 18 年 3 月 14 日） 

生物の進化・多

様性や DNA に刻

まれている内容

に関する社会教

育 

 

 

 

１）金沢こども科学財団臨海実習（平成 17 年 3 月 18 日～19 日，10 名） 

２）高校生対象臨海実習（平成 17 年 6 月 17 日，七尾高 1 年生 38 名） 

３）全国理学部系国立大学公開臨海実習（平成 17 年 8 月 21 日～27 日，10 名） 

４）日本動物学会中部支部大会（平成 17 年 7 月 29 日～30 日）にて「バイオサ

イエンスと社会：研究成果とマネー」等を講演 

５）泉ヶ丘高校理数科(スーパーサイエンスハイスクール)の生徒を対象に数値

解析の授業を実施（平成 17 年 10 月 28 日）     

文部科学省特別

教育研究事業  

「角間の里山自然学校を拠点とした自然共生型地域づくり」．社会貢献・社会教

育システムの構築に参画     

 

 

2）第６，７回バイオサイエンスシンポジウム開催報告 

平成 17 年度はバイオサイエンスシンポジウムを平成 17 年 12 月 15 日と平成 18 年 3 月 14 日の２回

開催した．このシンポジウムは，バイオサイエンス関連の研究の交流と企業への情報提供を目指し，

自然計測応用研究センターを含めた６機関の共催により開催しているものである．学内外から第６回

には約 60 名，第７回には約 30 名の参加者があった． 

第６回は「バイオサイエンスからバイオプロセスへの発展」をテーマとし，バイオ産業に向けた開

発研究について１件の基調講演と６件の招待講演があった．基調講演として東京大学長棟輝行氏から

20 世紀のバイオリアクタの設計，その制御，プロセスの開発などバイオテクノロジーの展開をうけて，

21 世紀のポストゲノム解析時代にはバイオ分子のデザイン・シンセシスしたバイオテクノロジーを展
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開する姿勢を持つことが重要であるとの講演があった．第７回は「バイオインフォマティクス（生物

情報学）への招待」をテーマとし，２件の招待講演と３件の学内からの講演があった．招待講演とし

て理化学研究所豊田哲郎氏から，ゲノム配列の中からの遺伝情報の解読，新規遺伝子の構造の推定に

ついて最新のバイオインフォマティクスに関する講演があった．また，東京大学松崎素道氏からは，

単細胞紅藻のゲノム解読の過程における情報基盤構築とその解析について講演があった．両日とも研

究者・学生から活発な質疑応答が交わされ実りあるシンポジウムであった． 

 次年度以降も話題性のあるテーマを取り上げ，本施設にのみならず学内のバイオサイエンス関連の

研究のレベルアップと横のつながりを深めるために開催する予定である．なお，シンポジウム開催の

ため，教育研究改革・改善プロジェクト経費を受けたことを記す． 

なお，第６，７回バイオサイエンスシンポジウムの演題は下記である． 

 

 

第６回バイオサイエンスシンポジウム 

１．基調講演「大学発の研究成果を実用化するための一つの経験紹介」 

          中部大学 小林 猛 氏 

２．基調講演「デザイン志向の生物化学工学の将来展望」 
          東京大学 長棟輝行 氏 

３．バイオミネラリゼーション技術を駆使した大腸菌へのバイオレメディエーション機能付加 

          東北大学 梅津光央 氏 

４．活性酸素ストレスによる細胞生理の制御に基づいた機能性ﾊﾞｲｵﾌﾟﾛﾀﾞｸﾄ生産技術の開発 

          神戸大学 勝田知尚 氏，金沢大学 荻野千秋 氏 
５．新しいフェノール系ポリマーの合成と固定化生体触媒への応用 

          金沢大学 小西玄一 氏 

６．物理的・化学的・酵素的タンパク質固定化のための表面修飾ガラス基盤の開発 

                     九州大学 神谷典穂 氏 

７．非水系バイオプロセスで用いられる有機溶媒耐性生体触媒の開発 
    大阪府立大学 荻野博康 氏 

 
第 7 回バイオサイエンスシンポジウム 

１．招待講演「DNA チップの高度な利用とバイオインフォマティクス」 

           理化学研究所ゲノム科学総合研究センター 豊田哲郎氏 

２．ヒト DNA メチル化解析システムの構築と酵母のマイクロアレイデータ解析 

--実験及び情報技術を駆使したゲノム機能解析?  

 金沢大学大学院自然科学研究科 山田洋一氏 

３．サーカディアンリズムの Robustness 獲得機構に関する一考察 

 金沢大学大学院自然科学研究科 東 剛人氏 

４．招待講演「単細胞紅藻 Cyanidioschyzon merolaeのゲノム解読」 

 東京大学大学院理学系研究科 松崎素道氏 

５．ヒメツリガネゴケのゲノム解析 

   金沢大学学際科学実験センターゲノム機能解析分野 西山智明氏 
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第 6回バイオサイエンスシンポジウムの様子    第 7回バイオサイエンスシンポジウムの様子 

 

 

 
3）国際ワークショップ「流体力学でビジネスは可能か」及び日本機械学会流体工学部門講演会開催

報告（平成 17 年 10 月 29 日～30 日，金沢，６０１名） 

 
日本機械学会の流体工学部門では毎年秋に流体工学部門講演会を実施している．例年出席者は４０

０から５００人であったが，今回は６００人以上で大盛会であった．国際ワークショップはその中で

行なわれ，計算流体研究所の桑原先生，産総研の手塚先生，韓国ＫＡＩＳＴの Hyun 先生，スウェー

デン王立工科大学の Vynnycky 先生の計５名による講演が行なわれた．各国における流体工学を基礎

としたビジネスの試みについて情報交換を行なった．特に流体力学が如何にして先端技術のブレーク

スルーに係わることができるかという点に議論が集中した． 

 

 

 
4）泉ヶ丘高校理数科(スーパーサイエンスハイスクール)の生徒を対象とした出張講義 

 
平成 17 年 10 月 28 日（金）に石川県立泉ヶ丘高等学校理数科の生徒約１０名に対して，数値解析

の基本的考え方について講義を行なった．その後，数値解析によって生成された円柱や角柱周りの流

れの映像を見せて，シミュレーション技術の威力について説明した．現代において数値解析技術は設

計に欠かすことができないことを強調した． 
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2. 組織と運営 

 

1) 研究組織 

自然計測研究部門 

地球環境システムの構造や変化を明らかにするため，陸域堆積物（風成堆積物・湖沼堆積物）など

を対象とした物理・化学測定および解析を行う．特に極低レベルの放射能測定および同位体比の測定

を含む最新の高感度・高精度分析測定技術に基づく測定・解析を進める．その成果を予知・予測に生

かすとともに，地球環境科学，地球化学の新研究領域の開拓を目指す． 

 
エコテクノロジー研究部門 

限りある資源とエネルギーの有効利用のため，都市ゴミ，産業廃棄物等の再資源化とその処理技術，

大気環境計測技術の開発とその実用化、フィルタ技術の開発および自然界のエコエネルギー源の計測

並びにその要素技術の研究開発を行い，環境に優しい産業活動の創出に貢献する． 

 
生物多様性研究部門 

日本海および北陸地域に生息する“生物の多様性”と“環境の多様性”の相互関係，環境の自然お

よび人為的変動が生物の多様性に及ぼす影響をミクロな遺伝子からマクロな生態学までの種々の手法

を用いて解明する． 

 

人間計測制御研究部門 

ヒトを取り巻く電磁界，有害化学物質，騒音等のストレスの計測技術の開発を行い，環境保全，産

業活動の安全管理，環境産業の創出並びに人類の健康な生活の維持に貢献する． 

 

自然環境情報部門 

ユーラシア東部・環日本海域自然環境情報の統合とデータベースの構築，陸域大気水圏（雪氷圏を

含む）情報，リモートセンシング情報の集約と分析を進める． 

 

人間環境情報部門 

ユーラシア東部・環日本海域の地理環境，人間環境に関する各種の情報の集約と分析，提言，デー

タベースの構築を行う． 

 

 

2) センター教員会議構成メンバー 

センター長  柏谷健二 

教授：小村和久，山本政儀，岩坂泰信，木村繁男，中村浩二，笹山雄一， 

   清水宣明，山田外史 

助教授：佐藤努，長谷部徳子，塚脇真二，木下栄一郎，田中志信，青木賢人 
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3) センターの構成 

自然計測研究部門 

教 授  柏谷健二，小村和久，山本政儀 

客員教授 熊谷道夫 

助教授  佐藤努，長谷部徳子 

助 手  濱島靖典，井上睦夫 

研究員・協力員 村田祥全，青田容明，N. Muguntha Manikandan，落合伸也 

技術職員等   中本美智代，西川方敏 

 

エコテクノロジー研究部門 

教 授  岩坂泰信，木村繁男 

客員教授 金岡千嘉男 

助教授  塚脇真二 

助 手  小林史尚 

研究員・協力員 松木 篤，金 潤? ，D. Trochkine，坂野健夫，古内正美，畑 光彦 

技術職員等   陰地章仁，洪 天祥 
 

生物多様性研究部門 

教 授  中村浩二，笹山雄一 

客員教授 西川輝明 

助教授  木下栄一郎 

助 手  鈴木信雄 

研究員・協力員 田辺慎一，木村一也 

技術職員等   又多政博，曽良美智子，涌村聡 

 

人間計測制御研究部門 

教 授  清水宣明，山田外史 

客員教授 上野照剛 

助教授  田中志信 

助 手  柿川真紀子 

研究員・協力員 高木圭子 

技術職員等   橋本松進，山田彩子 

 

自然環境情報部門 

客員教授 谷 伸 

 

人間環境情報部門 

兼任助教授 青木賢人 
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事務担当 

金沢大学研究国際部研究振興課 

 高橋 輝（課長） 

 広瀬浩一（研究調整係長） 

 喜田由紀子（研究調整係） 
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３．研究・運営活動 (一年間の研究概況) 

 

自然計測研究部門 

 

【地球環境システム分野】 

 地球環境システムの構造や変化を明らかにするために，陸域生成鉱物・堆積物などを対象とした物

理・化学測定および解析を行った．本年度は２１世紀ＣＯＥプロジェクト（環日本海域の環境計測と

長期・短期変動予測）の遂行を中心に，環日本海域の環境システムの解明に主眼をおくとともに，次

世代のプロジェクト立案を視野にいれた予備的な調査研究も行った． 

１）現在の環境システムの評価 

 東アジア地域の環境に広域的に影響をもたらす黄砂のはたす役割について，とくに化石燃料の不完

全燃焼に伴いガス状もしくはエアロゾル状として大気中に放出されるＰＡＨ（多環芳香族炭化水素：

発癌性などの毒性を有するものがある）の挙動に着目して研究を行った．その結果，黄砂飛来が確認

された期間に採取された大気中の浮遊粒子中の黄砂粒子の粒径は，比較的粗粒（2.2-11μm）であるこ

とが確認された．また，2004 年 4 月 9 日～4 月 25 日に採集された黄砂には高濃度の Benzo[a] 

pyrene(BaP)や Benzo[g,h,i]perylene(BghiP)などの揮発性の低いＰＡＨが含まれていた．大気移動の

速度論モデルを考慮して，これらの PAH は黄砂飛来中に付着したというよりは，そもそもの粒子の起

源である東アジア大陸内部の汚染された土壌からもたらされたことが指摘できた． 

 また黄砂粒子表面に吸着したＰＡＨの安定性を黄砂の飛来期間を考慮に入れて吟味した結果，石英

および長石に伴われるＰＡＨはシアノールおよびアルミノールの触媒作用により速やかに分解される

一方，粘土鉱物に伴われるＰＡＨは光照射および高湿度環境下で分解速度が増すものの高濃度のＰＡ

Ｈを依然として保持していると推定された．従って黄砂によるＰＡＨの最も実際的な運搬媒体は粘土

鉱物であると考えられる．地表構成物質はこれまで考えられていたよりもＰＡＨの長距離運搬媒体と

して機能することが明らかになった． 

２）環境システムの変動の評価 

 環境システムがどう変動してきたか，また今後どう変動していくかを評価する最適の方法は，過去

からの長期的な連続観測である．しかしながら過去起こったことを観測することは不可能であるため，

環境システムを代表すると思われる何らかのプロキシを得，そこから当時のシステムを類推し，変動

史を組み立てることになる．本部門では，琵琶湖，ロシア・バイカル湖，モンゴル・フブスグル湖と

いった，東アジア地域の湖から採集されたコアの分析により古環境変動記録を構築し予知予測につな

げる研究を行っている．今年は琵琶湖から新たに得られた結果を紹介する．琵琶湖の北にある余呉湖

では観測時代の降水量と鉱物粒径に正の相関があり，観測データがない時代についても，鉱物粒径を

降水量の指標に出来る事が分かっている（嶌田他，2002）．しかし余呉湖では 700AD 年頃を境に水文環

境が大きく変動したらしく，それより古くさかのぼって降水量の変動を推定するためには別の指標が

必要である．そこで余呉湖に近く同様な気候変動下にあった事が予想される琵琶湖北部からコア試料

を採取し，さらに時代をさかのぼって降水量変動を検出すべく分析を行った．その結果，琵琶湖北部

の試料でも降水量と鉱物粒径には相関があり，ある程度は鉱物粒径を降水量の指標と考えてもいいよ

うであった．しかし余呉湖では見られなかった鉱物粒径の細粒化が検出され，その原因を特定しなく

ては直接降水量を見積もる事には結びつかず，更なる吟味をする事となった． 

 またコア試料に堆積年代を設定すべく放射年代測定法に関する実験を行った．ルミネッセンス年代
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測定法は，鉱物に蓄積した放射線損傷を，光として検出することによって定量する年代測定法である．

従来は石英や長石などを用いて考古学的試料や火山灰，段丘発達史の研究などに用いられてきた．他

の多くの放射年代測定法では，放射線源は鉱物内部に取り込まれた放射性元素である事が前提だが，

この手法は周囲の（環境）放射線を線源としている事が大きな特徴である．従って，年代決定したい

物質が環境放射能に対してどのような放射線損傷蓄積特性を持っているか，また蓄積放射線量に対し

てどのような発光特徴を持っているかを調べる事ができれば，いろいろな試料に適応できる．測定さ

れるルミネッセンスは，熱励起によるものと光励起によるものがあり，また観察される光の波長も試

料や励起方法によって様々である．どのように励起するか，どの波長のルミネッセンスを観測するか，

またルミネッセンス観測の際の試料の分析手順をどうするかによって様々な種類の分析結果を得る事

が可能である．光や熱という形でエネルギーを与えるとそれまで蓄積された分が放出される事から，

ルミネッセンス年代値は，光から遮断されて以後の年代値を与える事が期待される．つまり湖沼堆積

物の場合は，得られた年代値は堆積年代を示すと期待される．運搬過程における年代値のリセットの

しやすさを考慮にいれ，細粒の複合鉱物試料の年代決定をめざした基礎研究を行った．バイカル湖の

湖沼堆積物を利用して赤色の熱ルミネッセンス発光特性を調べた．その結果，（１）250°C で発光す

るシグナルが蓄積線量の見積もりに有望である事，（２）試料の前処理（有機物の除去，磁性鉱物の除

去）や粒度（6? 11μm，11? 17μm，17? 32μm，75? 125μm，粒度による分離なし）によって，蓄積

線量の見積もり特性に変化がない事，（３）蓄積線量の見積もりに必要な検量線の直線性がよく，定量

的な取り扱いが可能である事，（４）熱ルミネッセンスであるが光曝によって年代値がリセットする事，

（５）ただし光曝でなくならない残留シグナルがありその補正を行う方がより正確な年代となりうる

ことが分かった． 

 

【同位体地球科学分野】 

本研究分野は，放射性及び安定同位体を精密に測定し，物質の時間的・空間的分布や移行挙動の地

球科学的解析を行うほか，放射性同位体をトレーサーとする研究領域の開拓を目指すことを目的とし

ている．本年度は放射性核種をトレーサーとする地球化学研究に焦点を当て，①環日本海域に於ける

自然及び人為起源物質の大陸からの輸送過程,② 湖沼堆積物中のウラン，トリウム同位体組成変動か

らの流域環境変動解析，さらに③日本海沿岸海水の同位体情報から，日本海を取り巻く海水循環の調

査を行った．また，従来からの④旧ソ連核実験場セミパラチンスク周辺の放射線影響研究，さらに今

年度から新たに白山周辺における温鉱泉の同位体地球化学的研究も実施した． 

１）大陸からの汚染物質の長距離輸送（21 世紀 COE プロジェクト） 

 我が国は，極東アジアの中緯度に位置するため，ジェット気流に伴う偏西風が卓越し，風上側のア

ジア大陸から日本海を経由して多量の自然･人為起源物質が日本列島さらに太平洋に輸送される．これ

らの輸送の実態把握と将来予測は気候変動の面からのみならず，黄砂を初めとする鉱物エーロゾルに

ついては海洋への一次生産への影響評価の面からも重要視されている．当実験施設のある石川県辰口

町で一月毎に採取している 10 数年継続の降下物試料を用いて放射性核種，①成層圏起源の 7Be, ②主

に大陸起源の 210Pb, ③土壌起源の 40K および 137Cs 降下量の長期観測を実施している．これらの放

射性核種は，大気エーロゾル，鉱物粒子(黄砂も含めて)の大陸から日本への輸送過程を解明する有用

なトレーサーでありデーターの蓄積を図っている． 

２）湖底堆積物から環境変動解析（21 世紀 COE プロジェクト） 

自然-人間系の相互作用の結果としての環境変動変遷史の記録計として，地域の集水域を含む湖沼系
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を取り上げ，その湖底堆積物コアーから過去数百年の自然変動と人間活動による環境変動を解読する

時計を提示しその有効性を検証することを目的としている．湖底堆積物は，過去における流域の変動

や湖内で生息した生物などの気候変動に絡む物理，化学，生物的変化をそれぞれの化石として記録し

ている．化学成分は堆積後，続成作用の影響を受けるものがあり，堆積当時を保存しているとは限ら

ない．しかし基礎的な研究・検討を通じての適当な手法を用いれば，化学成分からも堆積環境変動解

析が可能である．具体的には，従来の堆積物の物理・化学的測定に加えて，新規に堆積物中の天然放

射性元素ウラン(トリウム) 同位体を指標にする．特に堆積物中のウランは，河川から流入する岩石･

土壌に由来する成分と，湖内で溶存する成分が沈降堆積したものを含み，両者の含有割合が気候変動

などによって大きく変動することが期待できる．数年前から陸域環境で気候変動に最も鋭敏なユーラ

シア東部を中心に，バイカル湖およびフブスグル湖で採取した long- 堆積物 core コアーを用いてウ

ラン(トリウム) 同位体組成変動からの環境変動解析を検討している．また併せて堆積年代への応用も

試みる． 

３) 日本海沿岸海水における 228Ra/226Ra 比の研究（21 世紀 COE プロジェクト） 

ラジウム同位体のうち，226Ra（t1/2 = 1.6 ky）に比べ，半減期が短い 228Ra（t1/2 = 5.75 y）は，

海洋環境においては，ラジウムの供給源 (沿岸堆積物，大陸棚，陸水) から離れるにつれ，濃度が減

少していく．よって海水の 228Ra/226Ra 比は，水平，鉛直方向の海水循環に，多くの情報をもたらし

てきた．一方，日本海沿岸海域は，豊富な漁場を多くかかえている一方で，原子力発電所事故やタン

カー座礁事故など人為的な汚染物質の流入の懸念に加え，最近ではエチゼンクラゲの被害など，新た

な問題にも直面している．沿岸汚染事故などに対処するにおいて，沿岸域の海水循環に関する情報は

不可欠である． 

 日本海能登半島を中心とした沿岸海水の 228Ra/226Ra 比を測定した結果，夏期に最小 (228Ra/226Ra 

= 0.7)，冬期に最大 (228Ra/226Ra = 1.7-2) を示す季節変動が明らかになった．これは能登半島を取

り囲む海水循環が季節的に変化することを示す．現在，日本海沿岸を中心に海水採取地点を増やし (8

地点)，228Ra/226Ra 比の比較をおこなっている．日本海沿岸各地点での 228Ra/226Ra 比の季節変動の

ズレから沿岸支流の流速を，また沿岸支流北上にともなう 228Ra/226Ra 比の特徴の変化から異なる

228Ra/226Ra 比をもつ他の水塊との混合の情報を引き出す． 

４）旧ソ連核実験場セミパラチンスク周辺の放射能汚染と住民への被曝線量評価 

21 世紀の環境科学に課せられた最大の課題は，世界中に創りあげてきた環境問題，すなわち負の遺

産の複雑現象を科学的に学び，将来に向けた新たな解決策を提示することである．こうした中，核被

災や 10 年前から始まる劣化ウラン被災の住民，環境は最たるものである．旧ソ連の核実験場セミパラ

チンスクでは，450 回以上の核実験が行われ，それによって数十万とも言われる周辺の住民が外部お

よび内部からの長期の低線量率被曝を受けてきた．1994 年以来，住民への放射線影響の基礎となる被

曝線量評価，特に放射能汚染状況の把握と外部被曝および内部被曝線量評価を重点的に行っている． 

５）白山周辺における温鉱泉の同位体地球化学的研究 

白山は石川県と岐阜県の県境に位置する第四紀の活火山である．白山はその火山活動に 450 年の周

期（活動期 100～150 年，休止期 300 年）があり，最後の噴火からすでに 340 年以上経過していること

から白山が次の周期に移行しつつある可能性があると指摘している．最近，白山下海抜-10～-14 km

にマグマの存在が示唆され，白山の微小地震の多発に伴って，将来懸念される噴火とも関連してその

火山活動についての基礎研究の重要が高まっている．白山周辺には多数の温鉱泉が点在しているが，

溶存成分からの地球化学的考察がなされているのみで，起源・成因についての同位体地球化学的な研
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究報告例はない．本研究では，白山周辺における温鉱泉について，溶存成分に加えて水素・炭素・酸

素･硫黄同位体比，およびウラン・ラジウム同位体比を測定し，同位体地球化学的な視点から白山周辺

における温鉱泉の水の起源と成因，火山活動と関係する温泉の有無を明らかにすることのみならず，

将来懸念される白山の火山活動に備え，現時点での白山周辺における温泉水の基礎データを蓄積する

ことを目的に研究を進めている． 

 

【極低レベル放射能計測システム開発分野】 

１）極低バックグラウンド検出器の新規購入とバックグラウンド計数の低減 

 ５年計画「極低レベル放射能測定による新研究領域開発と全国共同利用微弱放射能測定拠点の形成」

に対し文科省特別教育研究経費 1010 万円と学長特別研究経費が 2000 万円の尾小屋地下測定室の整備

が開始された．初年度購入の大型設備として極低バックグラウンド仕様の２台の井戸型ゲルマニウム

検出器と１台の平板型ゲルマニウム検出器を購入した．2005 年１２月に納入されたが，12 月中旬に予

期せぬ多量の降雪があり，年度内の尾小屋への移設を次年度に延期することにして，地上（辰口）で

の測定に供した．遮蔽により地上での値としては，十分なバックグラウンド性能を達成し，舳倉島，

獅子吼高原，辰口の３地点で同時観測している大気中放射性核種の測定に活用した．宇宙線寄与のバ

ックグラウンド計数低減を目的に 3mm 厚の超薄型プラスチックシンチレータを用いる反同時計数法に

関する基礎実験を行い，尾小屋地下測定室への適用が可能なことを確認した． 

２）大気中放射性核種の同時・高時間分解能測定（21 世紀 COE プロジェクト） 

 大気中放射性核種 210Pb（半減期 22.3 年）, 210Po（138 日）, 7Be(53.3 日)の 3 地点での季節変動

とその特長を明らかにしたほか，短時間の気象変動にともなう 212Pb（10.6 時間）の濃度変化につい

て多くの新しい知見を得た．（ニース国際会議で発表） 

 雨水中に存在する短寿命宇宙線誘導核種 18F (109.7 分), 24Na（14.96 時間）, 28Mg（20.9 時間）,38Cl

（38 分）, 39Cl（56 分）と比較的半減期の長い 7Be, 22Na（2.60 年）の同時検出に世界で初めて成功

した．これまでに３０回を超える測定を行った．（リオデジャネイロおよびニース国際会議で成果を発

表） 

３）残留放射能測定の新展開 

原爆被爆資料の極低バックグラウンド放射能測定により，中性子誘導核種 108mAg（418 年）の生成

と残留を発見し，152Eu による従来の方法より 3 桁以上高い感度で原爆中性子を評価できることを明

らかにした．また 2001-2002 年にかけて尾小屋地下測定室で実施した測定によって 20 年以上にわたる

未解決問題に決着をつけた成果が 2006 年２月新しい原爆線量評価法「DS02」として発表された． 

４）その他のプロジェクト 

 海水中に存在する極微量の人工放射性核種 137Cs（30.5 年）の海水循環の研究（気象研からの受託

研究として共同で推進）で水深 6000 m まで 137Cs の深度分布の測定に成功した（ニース及びハワイ

で連名で発表）．日本アイソトープ協会理工学部会常任委員として「超低レベル放射能測定専門委員会」

の委員長をつとめ，全国のゲルマニウム半導体検出器による測定の実態，バックグラウンド性能等ア

ンケート調査を実施した．また，当該分野の指針となるように，「RADIOISOTOPES」誌に 2006 年 4 月号

から 12 月号にかけて９回の連載講座「超低レベル放射能測定の現状と展望」を行うことになった． 
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エコテクノロジー研究部門  

 

【環境保全システム分野】 

本分野では，大気エアロゾルの機能，特に地球環境から見た機能の解明，あるいは大気環境計測技

術の開発とその応用，などを行っている．とりわけ近年注目されることが多くなった黄砂を対象とし

て多面的な研究を行っている．本年度は，以下の研究課題に取り組んだ． 

１） 黄砂の発生源地域の地形的・局地気象的特長と黄砂の長距離輸送との関係 

２） 黄砂の輸送途中に生じる黄砂粒子表面の物理化学的変化 

３） 長白山プロジェクトの準備 

４） 国際プロジェクト，Anthropogenic Brown Cloud(ABC)プロジェクトへの参加，韓国気象研究所

の研究グループとの共同気球観測実施． 

５） 国際プロジェクト Surface Ocean-Lower Atmosphere Study(SOLAS)への参加，中国科学院大気物

理研究所，青島海洋大学との共同アジアダスト気球観測の実施． 

６） 風計測用ライダーの開発（エコエネルギー分野との共同研究） 

７） 気球搭載型の蛍光検出装置の開発． 

各研究課題の詳細は以下の様である． 

１）黄砂の発生源地域の地形的・局地気象的特長と黄砂の長距離輸送との関係 

 この研究は，人工衛星画像で見るとなぜ「タクラマカン砂漠の砂塵嵐は長持ちする」用に見えるか

という疑問から発している．タクラマカンで 2000年より行ってきた観測結果を総合すると，タリム盆

地の地形，タリム盆地の発生しているであろう山谷風，自由大気圏を流れる偏西風の存在などの要因

が，総体的に「タリム盆地があたかも黄砂粒子を溜め込むプールのような働きをする」ようにしてい

ることがわかった．この知見は，さらに「なぜ，日本上空では 4－5ｋｍに良く黄砂層がしばしば観測

されるのか」「なぜ，夏でも上空に上がると黄砂層が見られるのか」などの疑問に答える上で有用なも

のである．これまでの観測結果の検討より，おおむね１０８ton/yr程度のバックグランド黄砂がタクラ

マカン砂漠より放出されていることが予想された． 

２）黄砂の輸送途中に生じる黄砂粒子表面の物理化学的変化  

 これまでの研究を総合し，黄砂粒子の鉱物組成などによって硫黄化合物を付着させている程度（一

粒あたりの黄砂に対する硫黄の量や，黄砂粒子全体数に対する硫黄化合物を付着させている黄砂粒子

の割合など）は，鉱物種によって異なることが実証された． 

３）長白山プロジェクトの準備 

 長白山の山頂付近に総合的な大気環境観測点を設置する準備を進めており，準備的な関係研究者と

の会合を，日本や中国で持った．関係の研究者とともに，現地調査を実施し，中国科学院大気物理研

究所が現在環境モニタリング拠点としている場所を現地基地として借用できる見通しが得られた． 

４）国際プロジェクト Anthropogenic Brown Cloud(ABC)への参加， 

ここ 1，2年の間に開始されるこれらのプロジェクトは北東アジアを極めて重要視して 

おり，本分野で進めてきた研究と深い関係にある．中国ないし韓国の研究者と連携を密にしてこれら

のプロジェクトに有効な貢献が出来るように体制面の整理，観測技術面の強化を図ってきた．本年度

は，韓国のアンミョンドからエアロゾルゾンデの放球実験を韓国気象研究院と共同実施し，地上から

上空１５ｋｍまでの大気エアロゾルの独活の詳細な分布を得た． 

５）国際プロジェクト Surface Ocean-Lower Atmosphere Study(SOLAS)への参加 
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 本年度は中国の中国科学院大気物理研究所および青島海洋大学と共同で青島気象台キャンパスから

東シナ海横断気球実験を試みた．気球は所期の目的を果たしえず東シナ海洋上で着水してしまったが， 

今後の技術的な見通しを得ることが出来た． 

６）風計測用ライダーの開発 

木村繁男教授のグループと共同で風計測用のライダー技術の開発に着手した．関連部品の検討や設

計概念を固めることが出来た． 

７）気球搭載型蛍光計測装置の開発 

 蛍光を利用して，大気中の生物起源の微小粒子体の検出を行うために，気球搭載型の蛍光計測装置

の開発を始めた． 

８）気球搭載型凝結核数計測装置の改良 

 大気中に浮遊している凝結核粒子数の計測を行う目的で気球搭載型の凝結核数計測装置の改良を進

めている． 

 

【エコエネルギー分野】 

エコエネルギー分野では，１）地下水流動の計測技術と低エンタルピエネルギー利用技術の開発，

２）環境流体の凝固過程解明，３）環境流体による熱・物質輸送プロセスの解明，の三つの柱を立て

て研究を行っている．以下各個別の研究テーマについて，その研究活動の概要について述べる． 

１）地下水流動の計測技術と低エンタルピエネルギー利用技術の開発 

地下水の流動を計測することは一般に極めて難しい．それは地下水が地層の中を流れるため，計測

器を設置するのが困難である点と，その流動状況を直接目で見ることが出来ない点にある．このため

本研究では一本の調査井を用いて地下水の流向と流速を同時計測する計測プローブの開発を主な目的

とする．計測原理は鉛直加熱円柱周りの混合対流により形成される温度場を利用するものである．こ

れまでの模擬地層を用いた実験により，秒速 0.002 mm/sから 1 mm/sの範囲でプローブから検出され

る温度場の歪みを表す標準偏差と流速との間に良好な線形の相関関係が得られた．一般に計測プロー

ブはケーシングパイプ内に設置されることになる．このため，地層の透水率とケーシングパイプの透

水率に差が有ると，ケーシングパイプ内の流速を検出しているプローブからの流速と実際の地層内流

速に差異が現れる．２次元の数値シミュレーションによりこの点を検証した結果，ケーシングパイプ

の透水率が地層のそれより大きければ，誤差は 50％以内であることを明らかにした． 

２）環境流体の凝固過程の研究 

自然環境中に存在する水，すなわち海水や湖沼水，あるいは地下水の凝固は一般に冷却温度が季節

変動や日変動をする場合が多い．このような冷却面温度が非定常的に変動する場合に凝固や融解がど

のように進行するかを解明するのが本研究の主なねらいである．本年度は 2成分系の例とし硝酸ナト

リウム水溶液をもちいた凝固実験を行った．硝酸ナトリウム水溶液は液相線の勾配がゆるやかで幅広

い温度条件に対して同一固相が生成される．熱的条件は上方冷却と下方加熱を与え，側壁は断熱とし

た．濃度は共晶濃度 38.5 ％より小さい 5 ％と，それよりも大きい 10 ％の二つについて実験を実施

した．冷却面温度，加熱面温度，初期濃度をそれぞれ変化させ，固相（マッシ-層）の成長，液相内温

度分布，液相内濃度分布を計測した．液相内で発生する自然対流による下方からの熱流束は液相上面

および液相下面の温度勾配から推定した．このようにして測定された熱流束は温度差のみによる自然

対流から推定されるものの約５０％であった．濃度勾配による対流の抑制効果が極めて大きいことが

示された．固相内の温度分布が常に相似であることを仮定して，一次元モデルを提案した．本一次元
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モデルにより，固相厚さの成長と固相内固相率の時間変化をある程度予測することが出来た．また，

マグマ溜りからの熱抽出を想定した，鉛直円柱周りの蒸留水の凝固現象について実験を行い，半径方

向の一次元モデルによる固相成長の予測式を提案した． 

３）環境流体による熱・物質輸送プロセスに関する研究 

 森林内の気流は温度，湿度，二酸化炭素濃度分布を決定するだけでなく，山火事の際に発生する火

の粉の飛散などにも影響を与える．本研究では，金沢大学角間キャンパスの里山内にある 20mのタワ

ーを利用して，超音波流速計を用いて樹林内での気流の計測を継続して行なっている．また，熱電対

を用いた計測も行い，樹林内の温度構造を明らかにした．その結果，樹林内は樹林外（森林キャノピ

ー上部）の気流より１～２℃高く，この温度差をモニターすることにより空気塊の動きを見ることが

出来た．それによるとキャノピー上部からの空気の吹き込み（sweep）が先行し，つぎに吹き出し

（ejection）が起こることを明らかにした．今後そのメカニズムについて検討する必要がある． 

 

【環境動態解析分野】 

 本分野では北陸地方，日本海東縁部および東南アジア大陸部を調査研究対象に以下の４テーマを展

開している．  

１）メコン河下流域における過去２万年間の環境変遷史  

中国奥地に端を発しヴェトナム南部で南シナ海に注ぐメコン河は流路長約 4000 ㎞の大河であり，

下流域には世界最大の熱帯湖トンレサップや広大なメコンデルタなどの特徴的な地形が発達する．ま

た，この地域は東南アジアにおける重要な開発対象として注目されるとともに古代から高度な文明が

栄えたことでも知られる．そこでトンレサップ湖やメコンデルタの堆積物の解析にもとづき同湖なら

びにメコン河下流域における過去約２万年間の環境や地形の変化を復元し，環境変化と文明の盛衰と

の関係を探るとともに将来の気候変動や開発にともなう環境の変化を予測する．これと並行してカン

ボジアの現在の自然環境，とくに淡水域での生物多様性維持機構の定量化を試みる． 

２）東南アジアに分布するマングローブ林周辺海域における堆積作用  

東南アジアの海岸域に広く分布するマングローブ林は貴重な生物資源として，また環境保護の見地

からその保全が訴えられている．さらに将来予測される海面変動がその立地環境に与える影響も懸念

されている．しかし，マングローブ林周辺海域での堆積物の浸食・運搬・堆積過程についてはいまだ

に不明な点が多くこれが立地変動予測や保全対策への障害となっている．そこで海底堆積物の解析に

もとづいてマングローブ林周辺海域における堆積作用の詳細を解明し，現在の立地条件を明確化する

とともに開発や海面変動による堆積作用の将来的変化の予測を試みる．これに加えて２００４年１２

月に発生したスマトラ地震津波がマングローブ生態系に与えた影響についての評価を試みる． 

３）日本海における過去２万年間の堆積作用ならびに環境変遷史 

代表的な縁海のひとつである日本海は，最深部が３千ｍをこえるにもかかわらず外洋とは対馬海峡

や津軽海峡などの狭小な海峡で連絡するのみであり，このような閉鎖性の高さゆえ日本海は氾世界的

海水準変動に対応してその海洋環境を著しく変えてきた．そこでおもに日本海東縁部海域での海洋地

質学的調査にもとづき，氷河時代最盛期である約２万年前から約６千年前の海面高頂期をへて現在に

至るまでの日本海の海洋環境ならびに堆積作用の変遷を解明する． 

４）北陸地方に分布する上部新生界の地質構造発達史  

北陸地方には貝化石の多産で著名な大桑層など我が国日本海側を代表する上部新生界の分布が知
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られる．代表的背弧海盆である日本海の形成過程が世界的に注目されるなか，これらの地層群は拡大

中あるいは拡大後の日本海ならびに周辺陸域の環境変遷史や地質構造発達史を解明するうえで重要な

存在でありその層序や地質構造などの再検討は急務といえる．また，防災や開発の視点からも同地域

での実用的な地質図の完備が望まれている．そこで精密な地質調査による高精度地質図の作成を北陸

地方一円で展開し，これにもとづいて北陸地方の後期新生代地質構造発達史を解明するとともに応用

地質学あるいは土木工学など関連分野への寄与を目指す． 

 

 

生物多様性研究部門  

 

【海洋生物多様性分野】 

 ヒゲムシは環形動物門多毛綱の Siboglinidae科に属し，世界の深海や冷水域に棲む．口も消化管も

無い．体内に化学合成細菌を共生させて，それが作る炭水化物で生きている．また，積極的に共生細

菌を細胞内消化によって栄養としている．しかしながら，世界でも例外的に，対馬暖流が流れ込む暖

かい浅い湾である能登半島九十九湾にヒゲムシの一種であるマシコヒゲムシが生息する．本年も主と

してこの動物の形態や生理について研究を進め，以下の成果を得ている．2004 年度は，実際のフィー

ルドにおいてヒゲを出している写真を世界で初めて撮影に成功した．2005 年度は，ヒゲムシが生息す

る海底土壌の表面と深さ 40cmまでの硫化水素濃度と全窒素濃度を調べた．その結果，どちらも表面

が最も高いことが知られた．ヒゲムシの生態と硫化水素濃度との関係を現在，英文の論文として，

Zoological Scienceに投稿中である． 
 共生細菌は栄養体と呼ばれる部分に存在するが，そこには多量の脂肪が蓄えられており，しかもそ

の 6 割以上がオレイン酸などの１価の不飽和脂肪酸が占めていた．この事は，深海にすむ無脊椎動物

の特徴で，低温でも固化しがたく，高水圧下でも固まらない細胞膜を作り出すことができる理由とさ

れている．すなわち，現在のマシコヒゲムシは，水深 25mの浅海に生息するが，深海に棲む動物の特

徴をよく備えており，浅海に移住して時間はあまり経過していないことを意味している．以上の内容

は Journal of the Marine Biological Association of the United Kingdomより出版された（東京学芸

大学三田雅敏先生との共同研究）． 

 さらに現在まで栄養体全体がどのような形状を示しているか，不明であった．したがって，栄養体

の中のバクテリアを含む細胞（バクテリオサイト）に存在する共生細菌の１６S rRNA の塩基配列に

相補的なプローブを作成して in situ ハイブリダイゼーションを行った．その結果，栄養体は，羊歯

の葉状で血管を取り巻くような特異的な形をしていることがわかった．これは栄養体と，硫化水素を

結合させるヘモグロビンを含む血液との間で物質の交換が容易になるような仕組みであると思われる

（金沢大学福森先生との共同研究）． 

 またヒゲムシは，巨大（40 万 Da）ヘモグロビンを持ち，それは 4 つのサブユニットよりなること

が構造生物学的手法を用いて明らかになった．この構造の中に不対のシスティンを含むことから，こ

のヘモグロビンは，酸素と同時に硫化水素を運ぶこともわかった（金沢大学福森先生との共同研究） 

 タイからの留学生の Arin Ngamnyiyom君は，先年，彼の先生であるWichian Magtoon 博士と笹

山が見つけたタイ・バンコク郊外の複数の“ため池”におけるタイメダカ（Oryzias minutillus）の

性比の偏りを，外部性徴を指標に形態計測学的に，また生殖巣を組織学的に調べることによって数値

化した．その結果，基本的には人が飲料水として使っている池に棲むメダカの性比は 1対１であるが，
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工業排水が流れ込んだり，殺虫剤が流れ込んだりする池ではメス化が起きており，メスとオスの中間

の形態（インターセックス）を示す個体が多く見つかった．また，性比が異常な池では，DDTが痕跡

的に見つかった．性比とインターセックスの割合からその集団の未来予測が可能である． 

さらに臨海実験施設では，大学院後期過程に社会人の学生が 2 人在籍している．一人は，日本海の

能登半島沖にまで対馬暖流に乗って死滅回遊してくる海水魚のオヤビッチャが南方のどの集団に起源

があるかを，ミトコンドリア DNAの Dループの塩基配列から解明しつつある．もう一人は，マシコ

ヒゲムシの栄養体の生化学的研究を行い，消化管との類似性を検討しつつある． 
一方，鈴木は魚のウロコを骨のモデルとして用い，ホルモン等の生理活性物質や物理的刺激の骨に

対する作用を調べ，その応答の多様性を研究している．本年度は，金沢大学薬学部の染井正徳教授と

東京医科歯科大学教養部の服部淳彦教授との共同研究により，新規メラトニン誘導体（Heterocycles, 

in press）の骨に対する作用を解析し，骨粗鬆症等の骨疾患に対する治療薬の開発を行った．メラト

ニンは，睡眠等の体内リズムの調節に関係しているホルモンであるが，特に破骨細胞（骨を壊す細胞）

の活性を抑制することを数年前に証明した（Suzuki and Hattori, J. Pineal Res., 2002）．この新規メ

ラトニン誘導体は，破骨細胞の活性を抑制する作用の他に，骨芽細胞（骨を作る細胞）を活性化する

作用もあることがわかった（平成 17 年度薬学会発表）（J. Pineal Res.に投稿予定）．この研究に基づ

いて，金沢大学の TLO（KUTLO）から国内及び国際特許を出願した．さらに独立行政法人科学技術

振興機構の「シーズ育成試験」の助成も受けて行われた．今後，キンギョのウロコで得られたデータ

を卵巣摘出ラットや哺乳類の培養細胞を用いて確認し，新薬の開発につなげていく予定である． 

今年はスイスで国際骨代謝学会が開催され，その関連シンポジウム（Comparative Endocrinology of 

Calcium Regulation）で，鈴木は軟骨魚類と円口類の Ca代謝を調節するホルモンであるカルシトニ

ンの生理作用について招待講演をした．さらにウロコでもメラトニンが合成されており，生殖期の Ca

代謝にメラトニンが関与する可能性を示すデータを発表した．本国際会議は隔年開催されており，

2007 年にカナダで開催される会議においても，これまでの研究成果を発表する予定である． 

鈴木は，物理的な刺激として，加速度の重力刺激，超音波のメカニカルな刺激及び交流磁場による

刺激について研究してきた．以下に順に示す． 
（財）日本宇宙フォーラムの宇宙利用先端研究が採択され，その助成を受け，加速度の重力刺激及

び超音波のメカニカルストレスがウロコの骨組織に及ぼす影響について調べた．金沢大学医学部保健

学科の北村敬一郎助教授が独自に作成した加速度の重力発生装置を用いて，ウロコの骨芽及び破骨細

胞に対する影響を評価した．その結果，非常に弱い重力刺激（0.5G）でも破骨細胞の活性が抑制され，

ある一定以上（1G 以上）の重力刺激により骨芽細胞が活性化することが判明した．この結果は，今

年７月に中国の北京で開催される国際学会で発表の予定である．一方，富山大学医学部の近藤隆教授

と当センターの清水宣明教授及び北村敬一郎助教授等との共同研究により，超音波のメカニカルスト

レスに対する影響を調べた．ウロコの骨芽及び破骨細胞を活性化した骨代謝亢進モデルを作成し，超

音波の影響を調べると，骨芽細胞が活性化され，破骨細胞の活性が抑制された．骨芽細胞の活性化は，

インシュリン様成長因子やエストロゲン受容体mRNAの発現の上昇を伴っていることも判明した（本

研究報告参照）．骨代謝亢進ウロコは，骨粗鬆症とよく似た状況を作り出しているので，本研究の成果

はその治療に貢献できると思われる（Life Sci.に投稿予定）． 
さらに，磁場刺激の骨組織に対する影響を調べた．その結果，ウロコには骨芽・破骨細胞以外にも

コラーゲンやオステオネクチン等の骨基質が備わっているため，磁場刺激にもよく反応し，磁場の骨

形成促進作用の機構解明につながる基礎的なデータを得た．これらの成果の一部を，2005 年 4 月に
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筑波で開催された日本生体医工学会のシンポジウムで招待講演をした．さらに独立行政法人科学技術

振興機構の「シーズ育成試験」の助成を受けて行われた．今後は，金沢大学自然計測応用研究センタ

ー（旧電磁場実験施設）の山田外史教授，柿川真紀子助手及び橋本松進技官の協力により，治療機器

の開発を目指している． 
また鈴木は，金沢大学大学院自然科学研究科の中村嘉利助教授と自然計測応用研究センターの小林

史尚助手との共同研究により，海産軟体動物の腸内からフェノール分解活性を有する海洋細菌を単離

することができた（本研究報告参照）．この海洋細菌は重金属に耐性があり，フェノールと重金属を共

に含む汚染水の浄化技術の開発を行い，国内特許を申請した．これらの成果は，国際誌（Int. 

Biodeterior. Biodegradation, in press）に出版の予定である．今後これらの細菌の多様な機能を利用

し，環境汚染物質を分解・除去するシステムの開発を現在計画している． 
 

【陸上生物多様性部門】 

 2005 年 4 月における構成員は，教授 1 名（中村浩二），助教授 1 名（木下栄一郎），技能補佐員 1

名（涌村聡），大学院自然科学研究科博士後期課程 12 名（高田兼太，宇都宮大輔，Henny Herwiana，

大脇 淳，赤石大輔， Linawati，Ida Kinasih, Indah Trisnawati, Ramadhani Eka Putra，Dahelmi, 

中田勝之，桑原隆明），大学院自然科学研究科博士前期課程 4 名(菊池知子，井上耕治，山口淳司，吉

本敦子)，理学部 4 年生１名（飯田順一郎），金沢大学「角間の里山自然学校」の研究員（非常勤教務

職員）2 名（中村晃規，笠木哲也），金沢大学 21 世紀 COE「環日本海域の環境計測と長期・短期変動

予測－モニタリングネットワークの構成と人為的影響の評価」（2002 年度採択）の PD1名（田辺慎一），

日本学術振興会 PD１名（木村一也），大学院自然科学研究科研究生 3 名（中野真理子，岩西 哲，

Dahelmi）であったが，11 月より日本学術振興会外国人特別研究員１名（Gulay Cetinkaya）が参加

し，総勢 27 名である． 

 中村は，温帯（金沢と石川県各地）および熱帯（インドネシア）の様々な環境下において，昆虫類

を中心とした個体群，生物群集及び生物多様性の長期動態の研究をおこなってきた．北陸地域の里山

等の林地（都市中心部にある金沢城公園や，IBOY国際生物多様性観測年の指定サイトである金沢大

学角間キャンパス内の里山ゾーン等）における昆虫類の生物多様性や生物間相互作用を，様々な種類

と強度の環境攪乱（人為的管理作業を含む）と関連づけながら調査している．金沢大学21世紀COEで

は，「環日本海・北陸地域の里山等における環境攪乱と生物多様性動態」を個別課題として，３名の

ポスドク（上記）を採用し，研究を進めている．2005年9月から10月には，ドイツ・フライブルグ市

と黒森地帯，フランス・ストラスブール市等に環境都市と環境配慮型農林業を視察した．同年６? ７

月には，Soo wong Choiを里山の生物多様性研究に関する打合せに招聘した．熱帯では，インドネシ

アのジャワ島，スマトラ島などに環境条件（高度，降雨条件等）の異なる場所を定点として選び，植

食性昆虫類の長期個体数変動を調査すると共に，西ジャワ州のハリムン国立公園等の熱帯林において，

様々な採集法により昆虫及び小動物を採集し，生物多様性の調査を行っている．その成果として，本

年度には，Henny Herwina とNusyirwan Hasanが学位論文を完成した． 2005年12月にはボゴール

市においてインドネシア科学院生物学研究所，京都大学COE，北海道大学COEと共催で，西太平洋・

アジア生物多様性研究機構（DIWPA）-国際生物多様性観測年（IBOY）の「野外生物学トレーニング

コース」を昆虫分類学を中心課題として開催した（渡航と招聘の詳細は「研究交流」の項を参照）．

また，Mike Bonsall, Charles Godfray (英国, Imperial College)らとの熱帯昆虫の長期動態モデルに関

する共同研究も進行中である． 
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 木下はサトイモ科テンナンショウ属植物を用いて性転換の進化モデルの検証を試みている．モデル

検証には適応度計算用の雄個体の繁殖成功に関するデータを得ることが必要である．本年度は西沢徹

氏（独立行政法人国立環境研究所）と協力して，マイクロサテライトを用いて種子の雄親を決める作

業を行っている．中野真理子氏（大学院自然科学研究科研究生）と異質倍数体起源種とその両親種の

生活史の比較を行い異質倍数体起源種の確立と新しい環境に対する適応や定着に関する研究を行って

いる．材料はトウカイコモウセンゴケとその両親種である．この結果の一部は学術雑誌に発表された

（Plant Species Biology）．吉本敦子氏（大学院教育学研究科博士前期課程）と里山地区，医王山，辰

口町の開花フェノロジーの調査，山口順司氏（大学院自然科学研究科博士前期課程）と絶滅危惧種オ

オミズヒキモ生活史に関する研究を行い，それぞれの研究は現在継続中である． 

木村と，田辺は分断化によって面積が減少し，孤立した森林では，様々な生物群集でその多様性や

生息数の減少が報告されている (Laurance & Bierregaard 1997; Primack 2000)．一方で，分断化が

森林生態系を維持するために重要なプロセスである樹木の光合成生産や繁殖活動に及ぼす影響につい

ては，研究例が極めて乏しいのが現状であり，野外での実証的な研究が望まれている (Didham et al. 

1996)．本研究では，温帯の二次林を代表する樹種として，分断化が深刻な里山を中心に広く分布し

ている風媒樹木のコナラ（ブナ科）を対象に，資源生産から実生の定着までの全過程とそれらに関わ

る主要な生物間の相互作用を定量調査し，分断化がコナラの繁殖に与える影響を解明することを目的

として調査を行った．種子トラップによって採集したコナラの雌花，雄花，堅果を植物園に持ち帰り

計数，乾燥重量の測定を行なった．現在，得られたデータの解析中である． 

 植物園管理研究棟および実験温室・実験圃場は学内 6 名，学外 5 名（里山メイト）が恒常的に使用

した．研究用の種子および生きている材料収集に関する問い合わせは国内および国外から寄せられ，

対応できるものに関しては材料提供を行った．実験温室・実験圃場では理学部および教育学部の生物

学実験に用いる材料を栽培し提供した．里山地区では学内 14 名が恒常的に調査研究を行った．また，

里山地区では理学部生物学科の学生実験の場として利用されている．これ以外に里山地区は金沢大学

「角間の里山自然学校」として広く市民の学習活動の場として開放し，これを活用した様々な学習プ

ログラムを開発し提供している．本年度は定期活動として前年度と同様に自然観察会や保全活動を引

き続き行い，昨年度からの水田復活作業をさらに発展させた． 

 

 

人間計測制御研究部門  

 

【電磁環境分野】 

 電磁環境分野の研究は，「磁界」をキーワードに産業機器保全・検査機器，磁気アクチュエーター，

パワーマグネティクスデバイス等の研究開発である．また，ヒト周りの電磁界環境の把握と電磁界の

もとでの生体影響評価，分子生物学から遺伝子発現機構の解明とその応用について並行して研究を行

っている． 

具体的に研究項目を挙げると下記のようになる． 

１）マイクロうず電流探傷技術による高密度プリント基板検査手法，微小金属の検出手法の研究開発 

２）マイクロうず電流探傷技術による厚版鋼板の高度検査技術の研究開発 

３）CT 法による磁界分布可視化手法の研究 

４）反発浮上形時期軸受の産業応用に関する研究 
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５）非接軸給電による泳動型磁気マイクロアクチュエーターの研究 

７）受動磁気回路素子による交流・直流過電流抑制素子の研究開発 

８）極低周波数交流強磁界の遺伝子～個体レベルでの影響評価と医療への応用 

９）超長波交流磁界の生体影響評価 

下記において主な 4 点について概要を説明する． 

１）磁気検査による産業機器保全・検査機器の研究 

本研究は，うず電流探傷技術（ECT）に関し高機能磁気センサを採用したマイクロ化プレーナプロー

プを提案し，電子産業分野における ECT 応用について研究を行った．この研究により，非接触の導通

検査であるうず電流探傷技術を高密度プリント基板の品質検査技術へと発展させた．現在，100? m 以

下の先端電子での高密度基板上の断線等の欠陥を磁気的検出可能となっている． 

２）磁気マイクロアクチュエータに関する研究 

本研究では，非接触・ワイヤレスでエネルギー供給が可能で，構造がシンプルであるという特長を

持ったでも磁気マイクロアクチュエータの特徴を生かして，媒質中を泳ぐアクチュエータの研究を行

った．本研究ではらせん機構を持つ泳動型磁気マイクロアクチュエータの構造と泳動特性について研

究した．現在は使用目的に応じた形状の選択を目標として，アクチュエータの水平方向と垂直方向の

泳動特性を測定し，その測定結果から各アクチュエータの形状に関する検討を行った． 

３）磁気浮上技術に関する研究 

本研究は，構成の簡易化と小形化を理念に永久磁石反発磁気軸受を検討した．この研究では，永久

磁石の磁気回路構成，電磁界計算技術，デジタル制御技術などを総合させ，独自な磁気軸受を完成さ

せた．応用として，高速回転を目指した「光学偏向装置」，高分解能な「電子天秤」，クリーン・清潔

な環境の場で野などの「磁気浮上搬送装置」への応用を検討した．永久磁石反発型電子天秤において

は，分解能約 10? g オーダを得ている． 

４）交流磁気による生体影響評価と応用に関する研究 

本研究は，遺伝子レベルから個体（生物）レベルでの極低周波交流磁界中での生体影響の実験的評

価を行い，ヒートショックタンパク質の発現にて顕著な成果が得られ，また遺伝子レベルにおける磁

界応答性遺伝子の探索を行い，発現遺伝子と生体磁界影響評価の相互関係を解明し，今後の医用応用

へと発展させる旨検討している． また近年普及している IH クッキングヒーターで使用される超長波

交流磁界について，微生物を用い影響評価を行った． 

 

【バイオアッセイ分野】 

バイオアッセイ分野の研究は，「生体材料」をキーワードにした，環境適応型材料の開発や環境保全

に利用の可能性の高いバイオセンサーの開発等である．このようなキーワードに従い，具体的には以

下のような研究テーマを遂行している． 

１） ベンゼン系化合物の生物学的簡易測定システムの構築に関する研究 

２） ベンゼン系化合物を認識する DNA-タンパク質複合体に関する研究 

３） 二酸化チタン界面での超音波力学的殺菌メカニズムの解析 

４） 二酸化チタン・超音波照射による OH ラジカル生成機構の解析と水処理技術への応用 

５） 機能性マグネタイト微粒子の構築と生物機能性材料による表面修飾に関する研究 

６） 標的細胞を特異的に認識する機能性リポゾームの構築に関する研究 

７） 機能性 DNA 分子の探索と水質評価への応用 
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８） SPR 現象を利用する DNA センサーに関する研究 

９） 分子進化法によるホスホリパーゼＤの触媒機能変換 

 

１）二酸化ﾁﾀﾝ・超音波法による有害化学物質の分解処理 

近年，二酸化チタンは紫外線などを照射することでラジカル（活性酸素など）を産生する事が明ら

かとされている．このラジカルは水溶液中に非常に短い時間しか存在しないが，その反応性は極めて

高く様々な化学物質と反応することが確認されている．本研究室ではこの二酸化チタンの能力に着目

し，河川中などに存在する有害化学物質（例えば環境ホルモンや農薬）を無害な物質に分解する技術

に関しての基礎研究を行っている．具体的には二酸化チタンの表面に様々な生体分子（DNA，レセプタ

ー，抗体など）を修飾結合させ，河川中の有害化学物質の選択的吸着，さらに超音波照射による分解

に関しての研究を行っている．そして今後，ラジカルはがん細胞の殺傷にも効果があることが報告さ

れていることから，医療分野への応用も検討する予定である． 

２）5-ALA を用いたがんの蛍光診断と光線力学療法の基礎研究 

 5-ALA は腫瘍細胞内で PpIX に生合成されることから，診断のみならず治療にも応用可能な次世代の

内因性光感受性物質として注目されている．脳外科領域においてもその応用が期待されているが，基

礎的な検討はほとんど行われていない．本研究では，より細胞内取り込み活性の高い 5-ALA 誘導体の

合成を試みる．またマウスの白血病細胞を用いて，PpIX の生成条件，細胞死の過程に関する基礎研究

を行っている． 

３）光触媒ナノ粒子を内包する機能性リポソームの構築 

 リポソームは二分子膜構造をもつ脂質小胞体であり，薬剤などを細胞内に輸送するキャリアとして

注目されている．これまでの研究で，リン脂質など素材の選定，作製技術に関する基礎研究を行い，

薬物の細胞内取り込みを大腸菌で確認した．さらに光触媒ナノ粒子を内包するリポソームを開発し，

またがん細胞を特異的に認識する抗体を組み込んだ機能性リポソームの構築へと研究を発展させる． 

４）機能性二酸化チタン微粒子の構築と表面化学修飾 

 これまで，SiO2 で包接された Fe3O4/TiO2磁性ナノ微粒子を合成する目的で，磁性微粒子の素材，形

状および作製技術に関する基礎データを収集した．ところが焼成時に微粒子の凝集が起こり粒子が巨

大化するため，この凝集粒子の再分散方法を検討している．またこの微粒子表面に DNA，抗体などの

生物機能性材料や熱応答性高分子などを固定化し，医療や環境浄化への適用も検討している． 

５）バイオアッセイを用いた有害化学物質の検出 

生物が有する機能を利用して環境評価を行う技術（バイオアッセイ）の開発を行っている． 

① 河川の有機溶媒を検出する大腸菌バイオセンサー 

本研究では現在までに，有機溶媒に反応する遺伝子を組み込んだ遺伝子組み換え大腸菌を作製して

いる．現在，この遺伝子組み換え大腸菌を用いて，より簡便に，そして迅速に測定を行える培養条件

の探索を行っている．また，より感度の良いバイオセンサーを開発するために，様々な遺伝子組み換

え操作を行い，組換え大腸菌の改良に関しても検討を行っている． 

② 特異的な DNA 配列を用いた有害化学物質の検出 

DNA は遺伝情報を子孫に伝える役割を有しているが，それ以外に様々な化学物質やタンパク質と結

合する機能を有している．本研究では DNA 分子を用いたフェノール類の検出系の構築目指している． 

６）機能タンパク質の創製 （分子進化工学） 

長い年月を経て生物は進化してきた．この進化により生物は様々な機能を取得してきた．この進化
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を試験管の中で誘発させ，既存のタンパク質に新しい触媒能を付与させることを目的とする．これを

“分子進化工学”とよぶ．この手法を用いてリン脂質代謝酵素ホスホリパーゼＤに新しい触媒機能を

付加させる． 

 

【生体情報計測分野】 

本研究分野では，社会的環境や自然環境から受ける様々なストレスが生体に及ぼす影響を検討する

ため，新しい生体計測法や制御法を最新の電子・機械工学的技術を駆使して考案・開発し，これらを

用いて生体機能の解析，特に生体固有の高度な適応制御機能と自律調節機構，あるいは身体運動制御

機能などをバイオメカニクス的に解析する研究を行っている．さらにこれらから得られた知見を，基

礎・臨床医学分野はもとより福祉工学や今後の在宅医療支援システムに役立てることも大きな研究目

標の一つにしている．以下に本年度の主な研究活動の概要を示す． 
１）在宅下無意識生体情報モニタシステムの開発研究 

生活習慣病予防のためには「血圧，体重，血糖値」といった生体情報を年オーダーの長期に渡り継

続的にモニターすることが重要である．しかし血圧ひとつ取っても，これを自宅で毎日欠かさずに測

り続けることは極めて困難である．その理由は計測操作の煩わしさにある．そこで本研究では家庭内

で毎日必ず１度は使用する家具や調度にセンサ類を埋め込み，被験者自身は計測に伴う操作を一切す

ることなく，知らず知らずのうちに生体情報が計測・記録されるシステム，即ち「在宅下無意識生体

情報モニタシステム」の開発を行った．具体的には，特に日常生活で使用頻度の高い浴槽・トイレ・

ベッドという 3 要素に着目し，この 3 箇所全てに様々な無意識計測システムを設置し性能評価試験を

完了させた．まずトイレについては便座の部分圧迫板を用いた大腿部血圧計測を実現し，カテーテル

挿入による直接計測との良好な一致が確認された．また浴槽については，浴槽壁面電極を用いて心電

図のみならず，低周波成分分離による呼吸計測をも実現し，システムの水没アラームへの応用を可能

とした．一方ベッドについては，敷布団下に簡便な圧力センサ設置することにより呼吸・心拍・いび

きを計測できるものであり，これまで不可能であったいびきの同時計測や，システムの利便性は非常

に価値が高く，在宅下における無呼吸症候群診断支援等への応用も期待できる．現在これらのシステ

ムを用いた長期データの取得中である． 

２）光電容積脈波を用いた無侵襲ヘマトクリット・酸素飽和度計測法に関する研究 

日常的な健康管理や医療モニタとして有効なヘマトクリット（全血に対する赤血球成分比），および

酸素飽和度の無侵襲連続計測装置の開発を行った．計測方法としては，分光測定法に基づき血液の酸

素飽和度，およびヘマトクリットの変化に伴って変化する３波長を選定し，それらを実現するために

３波長の LED，フォトダイオードを用いて複合型センサを考案し，計測装置全体の製作を行った．   

また，計測法を実現するにあたり，新たにヘマトクリット計測原理の定式化や，光散乱現象に基づ

く検出光強度の理論解析を行うことで，計測に必要な校正曲線の理論的導出を行った．さらに，これ

ら理論的に導出された校正曲線は，ヒトを対象とした実験において誤差１％程度で適合することを確

認することにより，本計測法の妥当性と精度について実験的検証を行った．このような複合型センサ

は，貧血などの日常的な健康管理や透析中の患者の状態を監視するためのセンサとして大きな役割を

担うことが期待され，生体医工学，特に医療・健康管理分野へ貢献できるものと考えられる． 

３）ウェアラブル連続姿勢変化・行動計測システムの開発と医療・福祉への応用 

労働医学やリハビリテーション医学，さらに高齢者医療などの分野では，ヒトの姿勢状態や歩行速

度など，日常の活動性の客観的評価が極めて重要な課題となっている．そこで本研究では，ヒトの姿
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勢変化を連続的に計測すると共に，歩行速度をも同時計測可能なシステムの開発研究を行った．シス

テムは加速度・ジャイロセンサを内蔵した独自のセンサユニット及び演算法により体幹・大腿・下腿

の各部角度変化を計測するものである．また大腿・下腿の角度変化を併用する新たな歩行速度算出法

を考案し，過去の研究と比較し非常に高い計測精度と，あらゆる歩容への対応を実現した．また関連

企業との連携により，極めて小型・軽量のシステムの開発にも成功しており，今後の実用化が大いに

期待できる．一方実際のリハビリテーション・介護現場における実働試験についても，宮崎県の病院

施設において理学療法士と共同で実施し，各部角度変化や歩行速度から定量的に動作解析・追跡が可

能であることを実証した．本結果は今後の訓練・治療方法の改善に大きな役割を果たすものと期待で

きる． 
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Space Science Lab. Univ. of California. 2004-2005 

(9) 小村和久，個人線量モニターによる環境放射線レベル測定，金沢工業大学，南戸秀仁，2000-現在 

(10) 小村和久，JCO 臨界事故で被爆した歯の 110mAg と 65Zn の測定，豊田新，岡山理科大，猿渡暁，

広島大学 

(11) 山本政儀，旧ソ連核実験場セミパラチンスクの環境放射能汚染と住民の被曝線量評価， 星正治，

広島大学原爆医学放射線研究所，1995-現在 

(12) 山本政儀，石灰岩洞窟のウラン-トリウム年代測定，Ju. Yong. Kim, Korean Institute of Geosciences 

and Mineral Resources (KIGAM), Koria,2003-現在 

(13) 山本政儀，放射性核種をトレ-サーとする海洋での物質循環研究，鈴木款，静岡大学，2000-現在 

(14) 佐藤 努，粘土鉱物の構造に関する基礎的研究，日本ポリケム株式会社，2001-現在. 

(15) 佐藤 努， 地下環境における核種移行に及ぼすバリア材変質に関する研究，日本原子力研究所，
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2002-現在 

(16) 佐藤 努，セメントーベントナイト相互作用の基礎的研究，太平洋コンサルタント，2002-現在 

(17) 佐藤 努，有害物質の自然希釈に関する基礎・応用研究，東邦レオ，2001-現在 

(18) 佐藤 努(分担)，風化岩石中の微小領域に含まれるｳﾗﾝ･ﾄﾘｳﾑ同位体比の測定，ｵｰｽﾄﾗﾘｱ原子力科学

技術機構，ｵｰｽﾄﾗﾘｱ国立大学，1998-現在 

(19) 佐藤 努(分担)，バングラデシュ地下水浄化プラントへのｼｭﾍﾞﾙﾄﾏﾅｲﾄの適用，バングラデシュ工

科大学，AAN，宮崎大学, ソフィア，2002-現在 

(20) 佐藤 努(分担)，セメント系材料が及ぼす処分場岩盤への影響評価に関わる技術開発，三菱マテ

リアル株式会社，東北大学，核燃料サイクル開発機構, 2003-現在 

(21) 佐藤 努，セメントーベントナイト相互作用の基礎研究，電力中央研究所, 株式会社セレス, 2003-

現在 

 

・海外渡航 

(1) 柏谷健二，韓国・ソウル・大田，地表環境の変動に関する共同調査（2005, 4） 

(2) 柏谷健二，中国・延辺，中国東北部における地表環境の変遷と歴史時代の環境変動に関する予備

調査（2005, 8） 

(3) 柏谷健二，韓国・慶州，国際シンポジウム「Terrestrial Environmental Changes and Adjacent 

Area」参加（2005, 12） 

(4) 柏谷健二，中国・延辺，中国東北部における地表環境の変遷と歴史時代の環境変動に関する予備

調査（2006, 1） 

(5) 小村和久，NAMLS8  (8th Nuclear Analytical Methods in the Life Sciences)リオデジャネイロ，ブラ

ジル(2005.4) 

(6) 小村和久，大気中放射能の環境動態に関する研究打ち合わせ，漢陽大学校環境産業医学研究所，

韓国 (2005.7) 

(7) 小村和久，2nd International Conference on Environmental Radioactivity & 6th International Conference 

on Environmental Radioactivity in the Arctic and Antarctic, ニース，フランス (2005.10) 
(8) 山本政義，旧ソ連セミパラチンスク核実験場周辺地域の放射能汚染状況と住民の内部被曝線量評

価（科学研究費-海外），カザフスタン（2005.9） 

(9) 山本政義，北投石発見 100周年国際会議，台北，台湾（2005.10） 

(10) 山本政儀，韓国-日本-ロシア-モンゴル共同国際会議，International Symp. on Terrestrial Environmental 

Changes in East Eurasia and Adjacent Areas, 慶州，韓国 (2005. 12) 

(11) 佐藤 努，フィリピン，調査 (2005.6.1～8) 

(12) 佐藤 努，イギリス，研究打ち合わせおよび講演 (2005.11.23～29) 

(13) 長谷部徳子，韓国，湖沼堆積物の調査と採集 (2004,7) 

(14) 長谷部徳子，ロシアバイカル湖，21世紀 COE環境スクールおよび湖沼堆積物調査 (2004,8) 

(15) 長谷部徳子，韓国，国際会議出席 (2004, 12) 

(16) 長谷部徳子，中国，国際会議出席，および環境変動に関する共同調査準備 (2005, 1) 

(17) 浜島靖典，2nd International Conference on Radioactivity in the Environment & 6th International 

Conference on Environmental Radioactivity in the Arctic and Antarctic，ニース・フランス，（2005.10） 

(18) 井上睦夫，Asia-Pacific Symposium on Radiochemistry-05，北京，中国 (2005.10) 
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・訪問外国人研究者 

(1) Jordi Cama，（ジョルディ・カーマ），ジャーメ アルメラ地球科学大学 ポストドクトラルフェ

ロー，研究打ち合わせおよび講演 (2005.8.21～27) 

(2) Roy A. Wogelius（ロイ・アルバート・ウォゲェィリィアス），マンチェスター大学，地球･大気･

環境科学部，上級講師，研究打ち合わせおよび講演 (2005.8.21～27) 

(3) Christophe Tournassat（クリストファー・トーナサット），BRGM (フランス地質調査所) 研究員，

研究打ち合わせおよび講演 (2005.8.21～27) 

(4) Roy A. Wogelius（ロイ・アルバート・ウォゲェィリィアス），マンチェスター大学，地球･大気･

環境科学部，上級講師，研究打ち合わせおよび講演 (2006.3.5～11) 

(5) Dave Polya（デイブ・ポーリャ），マンチェスター大学，地球･大気･環境科学部，上級講師，研究

打ち合わせおよび講演 (2006.3.5～11) 

 

6) 各種活動 

・学会活動 

柏谷健二：日本地形学連合委員，日本地形学連合会長，IGU-GC21 委員，国際ワ－クショップ「現代の

環境プロセスと歴史的環境変動」共同議長，地形学合同国際会議（モンゴル）実行委員長 

小村和久：日本原子力学会評議員，近畿大学原子炉共同利用委員会委員,，日本アイソープ協会理工学
部会第常任委員 

山本政儀：日本放射線影響学会幹事，兼 J. Radiat Res.編集委員，日本原子力学会中部支部幹事，日本

放射化学会の J. Nucl. Radiochem. Sci.編集委員 

佐藤 努：日本粘土学会常務委員，日本粘土学会評議委員，日本鉱物学会行事委員，日本鉱物学会評

議委員，日本鉱物学会 JMPS 編集委員，土木学会エネルギー土木委員会低レベル放射性廃棄物の

余裕深度処分に関する研究小委員会委員，日本原子力学会学会誌編集委員，資源・素材学会，岩

石・鉱物の機能性評価と高度化利用に関する調査研究委員会委員  

長谷部徳子：日本フィッショントラック研究会ニュースレター編集幹事，日本地質学会編集委員，日

本地質学会将来ビジョン委員 

 

・社会活動 

小村和久：石川県環境放射線測定技術委員会委員，核燃料サイクル開発機構大学との研究協力実施委

員会委員，辰口国際交流協会副会長，能美市文化財保護審議会委員，国連科学委員会 UNSCEAR
報告書国内委員 

山本政儀：福井県原子力安全専門委員，福井県美浜町原子力環境安全監視委員，福井県客員研究員，

石川県環境試料測定法調査検討委員，国連科学委員会 UNSCEAR（ United Nations Scientific 

Committee on the Effects of Atomic Radiation: 国連放射線影響科学委員会）報告書国内対応委員，財

団法人日本分析センター放射能測定法マニアル等専門委員会，財団法人日本分析センター環境放

射能測定調査委員会, 財団法人日本分析センター環境放射能分析研修委員会 

佐藤 努：原子力環境整備センターベントナイト系充填材検討委員，原子力環境整備センターナチュ

ラル・アナログ検討委員，原子力安全研究協会ニアフィールド要素の長期相互作用に関する調査
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検討専門委員，（社）日本原子力産業会議 関西原子力懇談会原子燃料サイクル安全対策について

の動向調査委員会委員，日本原燃株式会社人工バリア検討委員会委員，日本原子力研究所燃料サ

イクル安全研究委員会専門委員，日本原子力研究所研究嘱託(環境中の汚染物質の濃縮法と浄化に

関する研究)，内閣府原子力安全委員会低レベル放射性廃棄物埋設分科会専門委員 

 

・地方自治体役員等 

佐藤努：石川県環境審議会委員，石川県内灘町環境審議会委員，金沢子ども科学財団協力室委員  

長谷部徳子：金沢子ども科学財団児童・生徒科学研究作品審査員 

 

・招待講演 

小村和久 
(1) 保健物理学会夏の学校 特別講演 「我が国の環境放射能研究の歴史」(2005.9) 

(2) 第 22回希土類討論会（大阪） 特別講演「ランタノイド元素と放射能」(2005.5) 

(3) 日本放射線安全管理学会第 4 回学術大会，招待講演（パネル討論）「劣化ウラン弾の放射能」

(2005.11) 

(4) 日本アイソトープ協会 理工学部会夏の学校，特別講演「劣化ウラン弾の放射能」(2005.8) 

(5) 日本応用物理学会 シンポジウム「広島・長崎原爆放射線新評価システム DS02 と環境放射線計測

技術」極低レベル 152Eu の測定と 108mAgを用いる新しい原爆中性子評価法(2006.3) 

佐藤 努 

(1) A natural attenuation of arsenic in drainage from an abandoned arsenic mine dump : From scientific 

research to application and commercial use，環境浄化材料研究会，金沢工業大学 (2005.6.15) 

(2) 基礎研究こそ企業化のシーズー：基礎研究から生まれた新しい水・土壌浄化材料の誕生秘話，日

本動物学会中部支部大会，金沢市 (2005.7.29) 

(3) Sato, T., Takada, M., Ito, K. and Fukushi, K.：Post-adsorption stability of minerals with high anion 

exchange capacity, International workshop on waste management in Sapporo (Sapporo conference 2005)，

北海道大学（2005.8） 

(4) 還日本海域における多環芳香族炭化水素と黄砂構成物質の相互作用およびそれらの長距離輸送  

(玉村 修司，唐 寧，早川 和一)，環境科学会，名古屋大学環境科学科，（2005.9.9） 

(5) 土壌浄化にかかわる日本の事情と今後の課題，「地下水浄化」に関する特別講演会，金沢エクセル

ホテル東急（2005.9.22） 

(6) 日本海を渡る黄砂と私たち，サイエンスカフェ，石川県立大学（2005.10.29） 

(7) Arsenic Removal Methods Learned from Natural Attenuation Processes，Fourth NIMS-NEERI Workshop 

on“Environmental Materials”AML-NIMS, Tsukuba, Japan， 物質・材料研究機構 (2005.11.21) 

(8) Environmental Mineralogy: Lessons learned from natural processes, Manchester University Symposium, 

School of Earth, Atmospheric and Environmental Sciences, Manchester, UK.  (2005.11.26) 

(9) Hyperalkaline Impacts on Radioactive Waste Disposal, Manchester University Symposium, School of Earth, 

Atmospheric and Environmental Sciences, Manchester, UK.  (2005.11.26) 

Pascua, C. S. 

(1) Arsenic mobility in the geothermal environment: Case studies from Japan and the Philippines. School of 
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Earth, Atmospheric and Environmental Sciences Symposium: Environmental Mineralogy, Lessons Learned 

from Natural Processes. The Manchester University, Manchester, UK (2005.11.26) 

 

 

エコテクノロジー研究部門 

 
1) 学術論文 

(1) Zhang, D., Iwasaka, Y., Shi, G.., Zhang, J., Hu, M., and Li, C.: Separated status of the natural dust plume 

and polluted air masses in an Asian dust storm event at coastal areas of China, J. Geophys. Res., 110, 

D06302, doi: 10.1029/2004JD005305 (2005) 

(2) Hara, K., Osada, K., Kido, M., Matsunaga, K., Iwasaka, Y., Hashida, G., and Yamanouchi, T.: Variations of 

constituents of individual sea-salt particles at Syowa station, Antarctica, Tellus, 57B, 230-246 (2005) 

(3) Yamada, M., Iwasaka, Y., Matsui, A., Trochkine, D., Kim, Y.S., Zhang, D., Nagatani, T., Shi, G. -Y., 

Nagatani, M., Nakata, H., Shen, Z., Chen, B., and Li, G.: Feature of dust particles in the spring free 

troposphere over Dunhuang in northwestern China: Electron microscopic experiments on individual 

particles collected with a balloon-borne impactor, Water, Air, and Soil Pollution, Focus, 5, 231-250 (2005) 

(4) Matsui, A., Iwasaka, Y., Shi, G. -Y., Chen, H.-B., Osada, K., Zhang, D., Kido, M., Inomata, Y., Kim, Y.S., 

Trochkine, D., Nishita, C., Yamada, M., Nagatani, M., and Nakata, H.: Heterogeneous sulfate formation on 

the dust surface and its dependence on the mineralogy: Observational insight from the balloon-borne 

measurements in the surface atmosphere in Beijing, China, Water, Air, and Soil Pollution, Focus, 5, 

101-132 (2005) 

(5) Zhang, D., Shi, G., Iwasaka, Y., Hu, M., and Zhang, J.: Anthropogenic calcium particles observed in 

Beijing and Qingdao, China, Water, Air, and Soil Pollution, Focus, 5, 261-276 (2005) 

(6) Matsuki, A., Iwasaka, Y., Shi, G. -Y., Zhang, D., Trochkine, D., Yamada, M., Kim, Y.S., Chen, B., Nagatani, 

T., Miyazawa, T., Nagatani, M., and Nakata, H.: Morphological and chemical modification of mineral dust: 

Observational insight into the heterogeneous uptake of acidic gases, Geophys. Res. Lett., 32, L22806, 

doi:10.1029/2005GL024176 (2005) 

(7) Zhang, D., Iwasaka, Y., and Shi, G.: Sea salt shifts the range size of asian dust, EOS Transactions, 

American Geophysical Union, 86, 532, (2005) 

(8) Yamada, M., Iwasaka, Y., Shi, G. -Y., Matsuki, A., Trochkine, D., Zhang, D., Nagatani, M., Kim, Y.S., 

Nagatani, T., Nakada, H., Shen, Z., and Chen, B.: Classification of submicron particles and the change in 

their number fractions in the free troposphere over Dunhuang, China, J. Echotech. Res., 11, 117-124 

(2005) 

(9) Kimura, S.: Dynamic solidification in a water-saturated porous medium cooled from above, Transport 

Phenomena in Porous Media III, edited by D.W.Ingham and I. Pop, Pergamon Press, 399-417 (2005) 

(10) Li, L. and Kimura, S.: Numerical Simulation on Mixed Convection in a Porous Medium Heated by a 

Vertical Cylinder., J. Mech. Eng., 51, 491-494 (2005) 

(11) Li, L. and Kimura, S.: Mixed convection around a heated vertical cylinder embedded in porous medium, 

Progress in Natural Science, 15, 661-664 (2005) 

(12) Kimura, S., Okajima, A., Kiwata, T. and Fusaoka, T.: Solidification in a Water-Saturated Porous Medium 
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When Convection is Present (Response of Solid-Liquid Interface due to Time-Varying Cooling 

Temperature), Heat Transfer-Asian Research, in press 

(13) 藤井康彦,木村繁男,齋藤隆之,木綿隆弘,松村和彦: 膨張弁を通過した冷媒の気液二相流動現象の可

視化,日本冷凍空調学会論文集, 23, 67-78 (2006) 

(14) Kanev, K. and Kimura, S.: Direct Point-and-Click Functionality for Printed Materials, The Journal of 

Three Dimensional Images, in press 
(15) 金岡佳充，木村繁男，木綿隆弘，岡島厚，木村修，谷川純也：周期的に温度変動する熱源を用い

た新しい流速測定方法とＭＥＭＳ技術により作成した流速センサーの特性：日本機械学会誌，印

刷中 

(16) Utanohara,Y. , Kimura,S. and Kiwata,T.: Numerical Study on Mountain Waves Generated by a 

Two-Dimensional Mountain and Their Effect on the Transport of Yellow Sand, JSME International Journal, 

Series B, in press 

(17) Tsukawak, S., Ohtaka, A., Tanaka, G. and Watanabe, M.: Preliminary results from sediment sampling of the 

R. V. Tansei-maru Cruise KT03-10 in the eastern marginal part of the Japan Sea off Akita and Niigata 

Prefectures. Bulletin of Japan Sea Research Institute, Kanazawa University, 36, 69-81 (2005) 

(18) Motomura, H. and Tsukawaki, S.: New species of the threadfin genus Polynemus (Teleostei: Polynemidae) 

from the Mekong River basin, Vietnam, with comments on the Mekong species of Polynemus. The Raffles 

Bulletin of Zoology (2006) 

(19) 小林史尚，浅田元子，中村嘉利：重金属汚染土壌のファイトレメディエーションと有価金属の回

収，化学工学論文集，31，476-480 (2005) 

(20) Asada, C., Nakamura, Y., and Kobayashi, F.: Waste reduction system for production of useful materials 

from un-utilized bamboo using steam explosion followed by various conversion methods, Biochemical 

Engineering Journal, 23, 131-137 (2005) 

(21) Asada, C., Nakamura, Y., and Kobayashi, F.: Chemical characteristics and ethanol fermentation of the 

cellulose component in autohydrolyzed bagasse, Biotechnology and Bioprocess Engineering, 10, 346-352 

(2005) 

(22) Take, H., Mtui, G.S., Kobayashi, F., and Nakamura, Y.: Additive effect of soybean curd residue, okara, for 

enhancement of methane production from pretreatment woody waste, Journal of Food Technology, 3, 

535-537 (2005) 

(23) Kobayashi, F., Maki, T., Nakamura, Y., and Ueda, K.: Determination of Cu, Pb, Fe, and Zn in plant 

component polymers of a hyperaccumulating plant, Analytical Sciences, 21, 1553-1556 (2005) 

(24) Kobayashi, F., Kofuji, R., Yamashita, Y., and Nakamura, Y.: A novel treatment system of wastewater 

contaminated with copper by a moss, Biochemical Engineering Journal, 28, 295-298 (2006) 

(25) Take, H., Ando, Y., Nakamura, Y., Kobayashi, F., Kurimoto, Y., and Kuwahara, M.: Production of methane 

gas from Japanese cedar ships pretreated by various delignification methods, Biochemical Engineering 

Journal, 28, 30-35, (2006) 

(26) Kobayashi, F., Daidai, M., Suzuki, N., and Nakamura, Y.: Degradation of phenol in seawater using novel 

microorganism isolated from the intestine of Aplysia kurodai, International Biodeterioration and 

Biodegradation, in press 

(27) Kurozumi, A., Kobayashi, F., Mtui, G.S., and Nakamura, Y.: Development of optimal culture method of 
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Sparassis crispa mycelia and a new extraction method of antieoplastic constituent, Biochemical 

Engineerng Journal, in press 

 
2) 総説・資料・報告書 

(1) 早川和一，岩坂泰信，佐藤努：黄砂と燃焼粉塵による東アジア地域の環境問題，環境情報科学，

34-3，17-28 (2005) 

(2) 岩坂泰信：最近はじまった｢黄砂予報｣の意味するもの：乾燥と付き合う，J. Echotech. Res., 11, 

101-104 (2005) 

(3) 木村繁男，直接利用と地熱ヒートポンプ，日本地熱学会誌，27，126-127（2005） 

(4) 木村繁男, 地中熱交換器からの対流熱伝達，日本地熱学会誌，印刷中 

(5) 歌野原陽一，木村繁男，安定成層山越え気流における黄砂の輸送過程－黄砂沈降メカニズムの一

つのシナリオとして－，「環日本海域の環境計測と長期・短期変動予測」，掲載予定 

(6) Tsukawaki, S., Araki, Y. and Oyagi, H. eds., 2005, Proceedings of First International 
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(64) Nakamura, Y., Kobayashi, F., Take, H., and Asada, C.: Development and application of waste reduction 

method for effective conversion of utilized plant biomass, Proceeding of 21st ICSWTM, 1059-1067, 21st 

International Conference on Environmental Biotechnology and Engineering Applied Microbiology, 

Philadelphia, USA (2006.3) 
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・招待講演 

(1) Tsukawaki, S.: Introduction and Research activities of the EMSB and EMSB-u32 Teams in Lake Tonle Sap, 

Cambodia in 2003-2005. Seminar on the Results from Scientific Research on Environmental Treats over 

Cambodian Cultural Legacy of Angkor Area, Office of the Council of Ministers, Phnom Penh, Cambodia 

(2005.12) 

(2) Tsukawaki, S. and Sotham, S.: Formation of the present natural environment on Lake Tonle Sap and the 

lower courses of the Mekong River system in Cambodia, geological history of Cambodia during the last 

20,000 years. Seminar on the Results from Scientific Research on Environmental Treats over Cambodian 

Cultural Legacy of Angkor Area, Office of the Council of Ministers, Phnom Penh, Cambodia (2005.12) 

(3) Ishikawa, T., Oyagi, H., Ohtaka, A., Narita, T., Sim, I. and Tsukawaki, S.: Primary production in Lake Tonle 

Sap. Seminar on the Results from Scientific Research on Environmental Treats over Cambodian Cultural 

Legacy of Angkor Area, Office of the Council of Ministers, Phnom Penh, Cambodia (2005.12) 

(4) Furuuchi, M., Murase, T., Tsukawaki, S., Sotham, S., Peou, H. and Sakai, K. : Air Pollution in Angkor 

Monuments Area in Cambodia. Seminar on the Results from Scientific Research on Environmental Treats 

over Cambodian Cultural Legacy of Angkor Area, Office of the Council of Ministers, Phnom Penh, 

Cambodia (2005.12) 

(5) Tsukawaki, S.: A Present State of Pollution and Destruction of Natural Environment in the Angkor 

Monumnet Area, Cambodia - Montoring and Evaluation - New Research Programme, Seminar on the 

Results from Scientific Research on Environmental Treats over Cambodian Cultural Legacy of Angkor 

Area, Office of the Council of Ministers, Phnom Penh, Cambodia (2005.12) 

 
 

6) 研究交流 

・共同研究 

(1) 岩坂泰信，中国科学院大気物理研究所 国際プロジェクト ADOES(Asian Dust and Ocean 

Ecosystem)/SOLASの共同推進 

(2) 岩坂泰信，韓国気象研究院 国際プロジェクト ABC（Anthropogenic Brown Cloud）に連携し

た日韓共同気球実験の実施 

 
・海外渡航 

(1) 岩坂泰信，インドネシア，アジアヨーロッパ環境フォーラムに出席 (2005.11) 

(2) 岩坂泰信，中国，第３回国際ワークショップ（International Workshop on Sandstorm and 

Associated Dust Fall）出席 (2005.8) 

(3) 岩坂泰信，中国，長白山環境モニタリング計画予備調査 (2005.8) 

(4) 岩坂泰信，中国，第１回アジアダストと海洋生態系ワークショップに出席 (2005.10) 

(5) 岩坂泰信，インド，第４回アジアエアロゾル会議出席 (2005.12) 

(6) 岩坂泰信，中国，長白山環境モニタリング計画予備調査および延辺大学でのシンポジューム出席 

(2006.1) 

(7) 木村繁男，トルコ，アンタルヤ，国際地熱会議（2005.4） 
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(8) 木村繁男，韓国，大田，招待講演，ＫＡＩＳＴ（2006.2） 

(9) 塚脇真二，タイ，南タイのスマトラ地震津波堆積物調査（2005.4） 

(10) 塚脇真二，カンボジア，トンレサップ湖南部における生物多様性維持機構調査(2005.5-6) 

(11) 塚脇真二，カンボジア，トンレサップ湖南部における生物多様性維持機構調査（2005.7-8） 

(12) 塚脇真二，タイ，ゴムプランテーション大気汚染調査（2005.9-10） 

(13) 塚脇真二，タイ，スマトラ地震津波調査（2005.9-10） 

(14) 塚脇真二，カンボジア，トンレサップ湖における生物多様性維持機構調査（2005.9-10） 

(15) 塚脇真二，ラオス，第２回エコトーン・フェイズⅡワークショップ，ならびに第４回東南アジア

生物特別保護区ネットワーク会議（2005.9-10） 

(16) 塚脇真二，カンボジア，トンレサップ湖における生物多様性維持機構調査国際シンポジウム

(2005.11-12) 

(17) 塚脇真二，カンボジア，トンレサップ湖における生物多様性維持機構調査 (2005.11-12) 

(18) 塚脇真二，タイ，スマトラ地震津波堆積物調査(2006.2-3) 

(19) 塚脇真二，タイ，ゴムプランテーション周辺の大気汚染調査(2006.2-3) 

(20) 塚脇真二，カンボジア，トンレサップ湖における生物多様性維持機構調査 (2006.2-3) 

(21) 小林史尚，英国，第 7 回世界化学工学会（World Congress of Chemical Engineering） (2005.7) 

 
・訪問外国人研究者 

(1) Dr. D. Trochkine, Russia Academy (2006. 3) 

(2) 石 広玉，中国科学院大気物理研究所教授 (2005.5) 

(3) 洪 天祥，光州科学技術研究院研究員 (2005.6) 

(4) Michael Vynnycky, Associate Professor, Faxen Laboratory, Department of Mechanics Royal 

Institute of Technology, Stockholm, Sweden, 国際ワークショップ「流体力学でビジネスは可能

か」 (2005.10) 

(5) Robert McKibbin, Professor of Applied Mathematics & Head of Institute Institute of 

Information and Mathematical Sciences Massey University, Albany Campus, New Zealand, 
「樹木からの花粉の拡散に関する渦拡散係数の評価」 (2006.3) 

(6) Sharleen Cooper, PhD student, Institute of Information and Mathematical Sciences Massey 

University, Albany Campus, New Zealand, 「大気中に放出された粒子状汚染物質の輸送と拡

散・沈降過程」 (2006.3) 

(7) Michael Vynnycky, Associate Professor, Faxen Laboratory, Department of Mechanics Royal 
Institute of Technology, Stockholm, Sweden, 「自然対流に関する研究」（日本学術振興会外国人

招聘研究者（長期）） (2006.2-11) 

 
7)各種活動 

・学会活動 

岩坂泰信：日本気象学会 機関誌 SOLA 編集委員，アジアエアロゾル研究協議会 会長 

木村繁男：日本機械学会北陸信越支部庶務幹事，日本流体力学会代議員，日本機械学会流体工学部門

講演会実行委員長，日本機械学会北陸信越支部「北陸流体工学研究会」幹事，JSME Int. Journal 

‘Environmental Fluid Flows’ 特集号編集委員長，A member of International Editorial Board of 
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“Transport in Porous Media” 
塚脇真二：日本応用地質学会中部支部評議員 

 
・社会活動 

岩坂泰信：環境省 黄砂問題検討会 座長，環境省 オゾン層保護検討会 科学分科会 委員，文部

科学省 南極地域観測推進統合本部委員，財団法人環境創造センター 理事，みなと振興財団 運

営委員，国立極地研究所 運営協議委員，国立総合地球環境科学研究所 評価委員，住友財団 評

価委員，海洋科学技術開発機構 フロンティア研究センター 評価委員 

木村繁男：泉ヶ丘高等学校生（ＳＳＨ）に対する数値解析に関する特別授業（2005.10） 

塚脇真二：金沢市教育委員会平成１７年度中学校理科学教育専門家招聘事業講師「地層と化石の観察

（サマースクール理科１年）」金沢市立犀生中学校，金沢市教育委員会平成１７年度中学校理科学

教育専門家招聘事業講師「地層と化石」金沢市立大徳中学校，カンボジア王国閣僚評議会招待セ

ミナー「トンレサップ湖とアンコール遺跡の環境汚染の現状と今後の対策」，カンボジア国立教育

学研究所特別講義「トンレサップ湖の歴史」 

陰地章仁：金沢市教育委員会平成１７年度中学校理科学教育専門家招聘事業講師「地層と化石の観察

（サマースクール理科１年）」金沢市立犀生中学校，金沢市教育委員会平成１７年度中学校理科学

教育専門家招聘事業講師「地層と化石」金沢市立大徳中学校 

小林史尚：北陸ライフクラスター研究会学術会員，金沢大学「角間の里山自然学校」里山研究員 

 

 

生物多様性研究部門 

 

1) 学術論文 

(1) Akaishi Daisuke & Nakamura Koji: Seasonal occurrence and food resources of Muscina 

angustifrons (Loew) in a temperate broad-leaved secondary forest in Kanazawa, Japan. Med. 

Enotomol. Zool. 56, 135-137 (2005). 
(2) 赤石大輔・鎌田直人・中村浩二：コナラ・アベマキ二次林におけるカシノナガキクイムシの初期

加害状況 日本森林学会誌 88, 印刷中 (2005). 

(3) Amin Setyo LEKSONO, Nakagoshi Nobukazu, Takada Kenta and Nakamura Koji: Vertical 

and seasonal variation in the abundance and the species richness of Attelabidae and 

Cantharidae (Coleoptera) in a suburban mixed forest. Enotomological Science 8, 235-243 

(2005). 

(4) Amin Setyo LEKSONO, Kenta TAKADA, Shinsaku KOJI, Nobukazu NAKAGOSHI, Tjandra 

ANGGRAENI and Koji NAKAMURA: Vertical and seasonal distribution of flying beetles in a 

a suburban tempearate decidouos forest collected by water pan trap. Insect Science 12, 

199-206 (2005). 

(5) Kholin, S.K., Storozhenko, S.Yu., Sidorenko, V.S., Lafer, G.Sh. & Tanabe, S.: The ground 

beetles (Coleoptera: Carabidae) assemblages on the Muravjev-Amursky peninsula, Russian 

Far East. Far Eastern Entomologist 156, 1-11 (2005). 

(6) Koji Shinsaku and Nakamura Koji Seasonal fluctuation, age structure and annual changes 
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in a population of Cassida rubiginosa (Coleoptera: Chrysomelidae) in a natural habitat. Ann. 

Entomol. Soc. Am. 99, 292-299 (2006). 

(7) Takada, Kenta, Shoji Takaba & Koji Nakamura: Seasonal occurrence and spatial 

distribution of some latridiid species (Latridiidae, Coleoptera) on the Kakuma Hills, 

Kanazawa, Japan.Elytra 33, 433-441 (2005). 

(8) Katsuyama, H., Otsuki, T., Tomita, M., Fukunaga, M., Fukunaga, T., Suzuki, N., Saijoh, K., 

Fushimi, S. and Sunami S.: Menaquinone-7 regulates the expressions of osteocalcin, OPG, 

RANKL and RANK in osteoblastic MC3T3E1 cells. Int. J. Mol. Med., 15: 231-236 (2005) 

(9) Yoshikubo, H., Suzuki, N., Takemura, K., Hoso, M., Yashima, S., Iwamuro, S., Takagi, Y., 

Tabata, M.J. and Hattori, A.: Osteoblastic activity and estrogenic response in the 

regenerating scale of goldfish, a good model of osteogenesis. Life Sci., 76: 2699-2709 (2005) 

(10) Numoto, N., Nakagawa, T., Kita, A., Sasayama, Y., Fukumori, Y. and Miki, K.: 

Crystallization and preliminary X-ray crystallographic analysis of extracellular giant 

hemoglobin from pogonophoran  Oligobrachia mashikoi. Biochim. Biophys. Acta, 1750: 

173-176 (2005) 

(11) Numoto, N., Nakagawa, T., Kita, A., Sasayama, Y., Fukumori, Y. and Miki, K.: Structure of 

an extracellular giant hemoglobin of the gutless beard worm Oligobrachia mashikoi. Proc. 

Natl. Acad. Sci. USA, 102:14521-14526 (2005) 

(12) 北村敬一郎，鈴木信雄，瀬川泰子，服部淳彦，根本 鉄，清水宣明，和田重人，近藤 隆：骨粗

鬆症予防に関する基礎的検討：低強度超音波刺激によるキンギョのウロコの骨芽細胞及び破骨細

胞活性への影響．第２０回生体・生理工学シンポジウム論文集，209-212 (2005) 

(13) Suzuki, N., Tabata, M.J., Kambegawa, A., Srivastav,  A.K., Shimada, A., Takeda, H., 

Kobayashi, M., Wada, S., Katsumata, T. and Hattori, A.: Tributyltin inhibits osteoblastic 

activity and disrupts calcium metabolism through an increase in plasma calcium and 

calcitonin levels in teleosts.        Life Sci., 78: 2533-2541 (2006) 

(14) Mita, M., Deguchi, M. and Sasayama, Y.: Lipid composition of the trophosome in the beard 

worm, Oligobrachia mashikoi (Pogonophora). J. Mar. Biolog. Assoc. U.K., 86: 283-286 (2006)                      

(15) Kobayashi, F., Daidai, M., Suzuki, N. and Nakamura, Y. : Degradation of phenol in seawater 

using novel microorganism isolated from the intestine of Aplysia kurodai. Int. Biodeterior. 

Biodegradation, in press 

(16) Wada, S., Tazawa T., Suzuki, N., Furuta, I. and Nagano, I.: Pulp ablation therapy by 

inductive heating: Heat generation characteristics in the pulp cavity. Oral Dis., in press 

(17) Somei, M., Iwaki, T., Yamada, F., Tanaka, Y., Shigenobu, K., Koike, K., Suzuki, N. and 

Hattori, A.: An ideal synthetic method aimed at the leads for a ? 2-blocker, an inhibitor of 

blood platelet aggregation, and an anti-osteoporosis agent. Heterocycles, in press 
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2)総説・資料・報告書 

(1) 中野真理子，木下栄一郎，植田邦彦：交雑起源種トウカイコモウセンゴケにみられる生活史戦略

の多様性．生物の科学・遺伝 59, 44-49（2005). 

(2) 鈴木信雄：魚類のカルシトニンの特徴. Clinical Calcium, 15: 459-466 (2005) 

(3) 服部淳彦，鈴木信雄，染井正徳：メラトニンUp to Date－骨とメラトニン．日本抗加齢医学会雑誌，

2: 78-86 (2006)  
 

3)著書 

(1)  笹山雄一，鈴木信雄：カルシトニン，カルシトニン関連ペプチド，副甲状腺ホルモン，副甲状腺

ホルモン関連蛋白及びそれらの受容体 . 新ホルモンハンドブック, 南江堂，東京，印刷中 

 
4)学術発表  

(1) Akaishi Daisuke and Koji Nakamura. Comparative study of mycophagous fly communities 

between two different altitude zones in Ishikawa, Japan. 4th International Symposium of 

Kanazawa University 21 Century COE Program/IICRC Promoting Environment Research 

in Pan-Japan Sea Area. (March ,2006).  

(2) Ida Kinasih & Koji Nakamura. Change in the Diversity and Structure of Soil and Litter 

Animal during the Restoration of Satoyama in Kanazawa, Japan. 2nd Scientific Congress of 

East Asian Federation of Ecological Societies, Niigata (March 2006). 

(3) Indah Trisnawati & Koji Nakamura. Changes in the diversity and structure of Diptera 

communities during the restoration of satoyama in Kanazawa, Japan. The 53rd Meeting of 

Ecological Society of Japan, Niigata (March 2006). 

(4) 菊池知子，中村浩二．里山の棚田復元に伴う水田の昆虫類・クモ類の変化について. 日本生態学

会第 53 回大会，新潟（2006, 3). 

(5) 木村一也，田辺慎一，大脇 淳，中村浩二．里山林の分断化が鳥による種子散布パタンに及ぼす

影響：果実の豊凶と鳥飛来数の関係．日本生態学会第 53 回大会，新潟（2006, 3). 

(6) Kimura, K. Tanabe, S. and Nakamura, K. Frugivorous bird distribution in relation to fruit 

abundance of secondary forests in the Japan sea coast side of central Japan. 4th 

International Symposium of the Kanazawa University 21st-Century COE Program 

"Promoting Environmental Research in Pan-Japan Sea Area", Kanazawa (March, 2006).  

(7) Linawati and Koji Nakamura: Change in the diversity and structure of ground arthropod 

communities during the restoration of satoyama. The XXII IUFRO World Congress, 8-13, 

Brisbane Convention and Exhibition Centre, Brisbane, Queensland, Australia (August 

2005).  

(8) Linawati and Koji Nakamura. Change in the diversity and structure of ground beetle 

assemblages (Coleoptera, Carabidae) during the restoration of a satoyama in Kanazawa. 

22nd Symposium of Society of Population Ecology. Biodiversity and population ecology: 

Spreads of invasive species and influences of human disturbance on biodiversity. Society for 

Population Ecology, Kaga (Oct., 2005). 
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(9) 中村浩二．『里山の自然から見た北陸地域の環境問題』．第１回大学連携ライフサイエンスセミナ

ー．石川県産業創出支援機構（ISICO）．石川県立大学 (2005.07). 

(10) 中村浩二．『石川県の里山生態系：管理による生物多様性保全』．「里山と水辺環境を守るための

協働シンポジュウム」．珠洲市野々江町「JAすずし会館」(2005.09). 

(11) 中村浩二．『里山が守る生物多様性』．農業環境工学関連 7 学会 2005 年合同大会 合同シンポジ

ウム ? 市民開放? 「中山間地域の活性化に果す農業環境工学の役割」．金沢市市民ホール

(2005.09). 

(12) 中村浩二．『石川の里山：生物多様性と問題点』．"第 4 回北陸現地ワークショップ in 金沢「加賀

の風土」～水と生き物を考える』"．応用生態工学会．金沢市観光会館 (2005.11). 

(13) 中村浩二．『石川県の里山問題：能登半島にトキは復活するか』．野生生物保護学会公開シンポジ

ウム「野生生物保護の可能性と未来」．野生生物保護学会．金沢工業大学 (2005.11). 

(14) 中村浩二．「大学と地域をつなぐ，『角間の里』から加賀・能登の里山へ」．朝日・大学パートナ

ーズシンポジム「人をつなぐ 未来をひらく 大学の森—里山を『いま』に生かす」．朝日新聞

社・金沢大学・龍谷大学．金沢大学・龍谷大学(2005.12). 

(15) Nakamura Koji. "Experiences of Satoyama Conservation in Southeast Asia and Japan. 

Ishikawa International Cooperation Research Centre (IICRC)（いしかわ国際協力研究機構，

IICRC）．第２回いしかわラウンドテーブル・セミナー「里山の保全：東南アジアと日本の経験」．

角間の里(2005.10). 

(16) Nakamura Koji. Satoyama problems in Ishikawa Prefecture: Biodiversity Research, 

Conservation and Regional Cooperation. First Ishikawa Roundtable Seminar on "Responsive 

Institutions and Sustainable Development"．金沢市（いしかわ国際協力研究機構，IICRC）

(2005.04). 

(17) Nakamura Koji. Biodiversity in satoyama: monitoring, assessment and conservation in the 

Pan-Japan Sea. 第３回「東北アジア環境保護回復」国際学術会議．主催：延辺大学都市環境生

態研究所，延辺大学分析測試中心，共催：金沢大学自然計測応用研究センター，金沢大学２１世

紀 COEプログラム「環日本海域の環境計測と長期・短期変動予測」．延辺大学（中国 吉林省 延

吉市）(2006.1). 

(18) Nakamura Koji. Conservation and Restoration Efforts of Satoyama in Ishikawa Prefecture, 

Japan. In "Conservation of Satoyama (Traditional Rural Landscape): Cases from Ishikawa, 

Japan and Parana, Brazil"．Eighth Ordinary Meeting of the Conference of the Partiesto the 

Convention on Biological Diversity (COP 8) 生物多様性条約第 8 回締約国会議，2006.3.20?

3.31，クリチバ市（ブラジル）(2006.3). 

(19) Nakamura Koji. Introducition to Session II. Effects of habitat changes caused by human 

activities on species populations and its management. 22nd Symposium of Society of 

Population Ecology. Biodiversity and population ecology: Spreads of invasive species and 

influences of human disturbance on biodiversity. Society for Population Ecology, Kaga (Oct., 

2005). 

(20) 中野真理子・木下栄一郎．多回繁殖を行う短命多年生草本トウカイコモウセンゴケの種子異型性．

日本生態学会第 53 回大会，新潟（2006, 3). 

(21) Ohwaki, A., Tanabe, S., Kimura K. and Nakamura, K. The Effects of Anthropogenic 
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Disturbances on the Butterfly Assemblage in An Urban Green Area: Monitoring The 

Decrease and Recovery from 1990 to 2005 in Kanazawa Castle Park, Japan. 4th 

International Symposium of the Kanazawa University 21st-Century COE Program 

"Promoting Environmental Research in Pan-Japan Sea Area", Kanazawa (March, 2006).  

(22) PUTRA, R.E. and Nakamura, Koji. Effects of Satoyama Restoration on Pollination System 

in Terraced Paddies in Kanazawa. 22nd Symposium of Society of Population Ecology. 

Biodiversity and population ecology: Spreads of invasive species and influences of human 

disturbance on biodiversity. Society for Population Ecology, Kaga (Oct., 2005). 

(23) Putra, Ramadhani Eka & Koji Nakamura. Effects of Satoyama Restoration on Pollination 

System in Terraced Paddies in Kanazawa. 4th International Symposium of Kanazawa 

University 21th Century COE Program / IICRC “Promoting Environment Research in 

Pan-Japan Sea Area”. 2 .4th International Symposium of Kanazawa University 21 Century 

COE Program/IICRC Promoting Environment Research in Pan-Japan Sea Area. (March, 

2006). 

(24) Putra, Ramadhani Eka & Koji Nakamura. Plant-pollinators relationship in restored 

Satoyama paddy fields in Kanazawa, Japan. The 53rd Meeting of Ecological Society of Japan, 

Niigata (March, 2006).  
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Symposium of Society of Population Ecology. Biodiversity and population ecology: Spreads of 
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生活史．日本植物学会第 69 回大会，富山（2005, 9). 

(30) 鈴木信雄，服部淳彦：酢酸トリブチルスズはカルシウム代謝を撹乱する. 平成17年度日本水産

学会大会，東京（2005, 4） 

(31) 鈴木信雄，柿川真紀子，橋本松進，山田外史，北村敬一郎，服部淳彦，岩坂正和，上野照剛磁界
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クチンはキンギョのウロコに存在する破骨細胞の活性を抑制する．第76回日本動物学会，つくば
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(47) 鈴木信雄，服部淳彦：トリブチルスズはカルシウム代謝を撹乱する. 第5回カルシトニン/副甲

状腺ホルモン研究会，東京（2005, 12），「第5回カルシトニン/副甲状腺ホルモン研究会」要旨集，

株式会社メド・ウイズ，東京，p35 

(48) 鈴木信雄，染井正徳，関あづさ，服部淳彦：新規メラトニン誘導体の破骨細胞及び骨芽細胞に対

する作用．第126回日本薬学会，仙台（2006, 3） 

(49) 染井正徳，山田文夫，岩木貴子，服部淳彦，鈴木信雄，重信弘毅，田中芳夫：独自の合成哲学に

基づく創薬研究：有望な対骨粗鬆症，? 2-ブロッカー等の知的財産の創造．第126回日本薬学会，

仙台（2006, 3） 

(50) 照内友也，杉山稔恵，八木敬広，鈴木信雄，楠原征治：鶏カルシトニン受容体遺伝子の解析と発

現．第106回日本畜産学会，福岡（2006, 3） 

 

・受賞等 

(1)  鈴木信雄：財団法人 中部電力基礎技術研究所研究助成（90 万円），魚のウロコを用いた 磁場

による新規骨疾患治療システムの研究開発 (2006, 3)  

 

 
5)研究交流 

・共同研究 

(1) 木村一也：種子散布研究会および「みのりプロジェクト」（種子分散全国一斉調査ネットワーク） 

(2) 木下栄一郎：マムシグサにおける父性繁殖成功度の集団間変異に関する研究（独立行政法人国立

環境研究所生態遺伝研究室） 

(3) 中村浩二：西太平洋・アジア生物多様性研究機構（DIWPA）/国際生物多様性観測年」（IBOY） 

(4) 中村浩二：鴨池総合研究（加賀市鴨池観察館，金沢工大，北陸先端大，国立歴史民俗学博物館） 

(5) 中村浩二：環日本海? 北陸地域の里山生態系の生態と保全（韓国・韓南大学，韓国・モッポ大学，

ロシア科学アカデミー，石川県立大） 

(6) 中村浩二：インドネシアにおける昆虫類の多様性と個体群長期動態（インドネシア科学院，バン

ドン工科大学：アンダラス大学，スカラミ農業技術試験場，英国オックスフォード大学） 

(7) 中村浩二：インドネシア・西スマトラ州のチョウ類の生態と保全（アンダラス大学，広島修道大

学） 
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(8) 中村浩二：金沢城公園の生態系における生物多様性の保全（河北潟湖沼研究所，環境公害研究セ

ンター） 

(9) 田辺慎一：ミズナラを取り巻く生物群集をモデル系とした生物多様性インヴェントリーと生態的

分類（北海道大学） 

(10) 田辺慎一：持続的森林利用オプションの評価と将来像（総合地球環境学研究所） 

(11) 笹山雄一：タイ・バンコク郊外におけるメダカの雌雄性を指標にした環境汚染の研究，国立スリ

ナカリンウイロット大学（タイ）Dr. Wichian Magtoon 

(12) 笹山雄一：マシコヒゲムシ栄養体のバクテリオサイト微細構造の研究，島根大学生物資源科学部

教授 松野あきら氏 

(13) 笹山雄一：マシコヒゲムシ栄養体の脂肪酸組成の研究，東京学芸大学教授 三田雅敏氏 

(14) 笹山雄一：特殊な生理機能を有する海産無脊椎動物のデータベースの構築，広島大学理学部教授

道端齊氏 

(15) 鈴木信雄：魚類の副甲状腺ホルモンに関する研究，メルボルン大学（オーストラリア）Prof. T. 

John Martin, Dr. Janine A. Danks 

(16) 鈴木信雄：魚類のカルセミックホルモン（カルシトニン，ビタミン D，スタニオカルシン）に関

する研究，ゴラクプール大学（インド）Dr. Ajai K. Srivastav 

(17) 鈴木信雄：メラトニンの骨代謝に関する研究，東京医科歯科大学教授 服部淳彦氏 

(18) 鈴木信雄：重金属の骨芽・破骨細胞に及ぼす影響：ウロコのアッセイ系による解析，国立水俣病

研究センター主任研究員 山元恵氏 

(19) 鈴木信雄：ニワトリのカルシトニンレセプターのクローニングとその発現に関する研究，   

新潟大学農学部教授 楠原征治氏，同助手 杉山稔恵氏  

(20) 鈴木信雄：ウロコの破骨細胞に関する研究，岡山大学大学院医歯学総合研究科教授 山本敏男氏，

同助教授 池亀美華氏 

(21) 鈴木信雄：プロラクチンの骨組織に対する作用，岡山大学理学部付属臨海実験所教授 坂本竜哉

氏，北里大学水産学部教授 川内浩司氏，同助教授 高橋明義氏，同助教授 森山俊介氏 

(22) 鈴木信雄：再生ウロコに関する研究，北海道大学大学院水産科学研究院教授 都木靖章氏，鹿児

島大学大学院医歯学総合研究科助教授 田畑純氏 

(23) 鈴木信雄：円口類と軟骨魚類のカルシトニンの構造決定，東京大学海洋研究所教授 竹井祥郎氏，

同助教授 兵藤晋氏 

(24) 鈴木信雄：交流磁場の骨代謝に及ぼす影響，東京大学大学院医学系研究科教授 上野照剛氏， 千

葉大学工学部助教授 岩坂正和氏 

(25) 鈴木信雄：魚類の鰓後腺に存在するエストロゲンレセプターに関する研究，早稲田大学教育学部

教授 菊山榮氏，早稲田大学人間総合研究センター研究員 山本和俊氏 

(26) 鈴木信雄：ヒラメの初期発生におけるカルシトニンの作用，東北大学農学研究科教授 鈴木徹氏，

独立行政法人水産総合研究センター養殖研究所発育制御チーム長 黒川忠英氏  

(27) 鈴木信雄：脂肪酸の石灰化に対する作用，富山医科薬科大学 和漢薬研究所教授 浜崎智仁氏 

(28) 鈴木信雄：超音波の骨代謝に及ぼす影響，富山医科薬科大学医学部教授 近藤隆氏，同大学医学

部講師 和田重人氏  

(29) 鈴木信雄：ウロコの破骨細胞で発現している遺伝子の解析，早稲田大学教育学部教授     

中村正久氏 
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(30) 鈴木信雄：重力及び微小重力の骨組織に対する作用，東京大学 アイソトープ総合センター  

助教授 井尻憲一氏 

(31) 鈴木信雄：歯の石灰化に関する研究，高知学園短期大学教授 三島弘幸氏 

(32) 鈴木信雄：静磁場の骨代謝に及ぼす影響，独立行政法人 物質・材料研究機構 強磁場研究セン

ター 研究員 廣田憲之氏，同研究センター 特別研究員 木村史子氏 

 
・海外渡航 

(1) 中村浩二：ドイツ黒森・環境都市スタディツアー（ドイツ・フライブルグ市，フランス・ストラ

スブール市等）（2005.9-10） 

(2) 中村浩二・田辺慎一・R. E. Putra・菊池知子：生物多様性に関する国際トレーニングコース出席

の組織・出席（インドネシア科学院生物学研究所動物学部門）（2005.12）． 

(3) 中村浩二：第３回「東北アジア環境保護回復」国際学術会議及び環日本海の里山の生物多様性調

査（予備視察）（延辺大学，中国吉林省延吉市） 

 
・訪問外国人研究者  

(1) Nusyirwan Hasan (インドネシア，国立スカラミ農業技術研究所研究員)，日本学術振興会論博事

業による研究指導（課題名：スマトラの高原における食葉性テントウムシの個体群の長期動態）

（2005.6-12）． 

(2) Sei-Woong Choi (韓国，モッポ大学助教授)，日韓の里山の生物多様性比較研究のための研究打合

せ（2005.6）． 

(3) Amin Setyo Leksono（インドネシア，ブラビジャヤ大学，講師，広島大学博士課程留学中），里

山の生物多様性調査に関する研究打合せ（2005.8）． 

(4) 朱衛紅（中国，延辺大学，講師，現在，京都大学で日本学術振興会外国人特別研究員として滞在

中），日中の里山比較研究のための研究会．  

(5) Thomas Rainus（スウェーデン，スウェーデン農科大学，講師），個体群生態学に関する研究打

合せ（2005.10）． 

(6) Gulay Chetinkaya（トルコ国籍，日本学術振興会外国人特別研究員）．研究課題名：北陸の里山

生態系における生物多様性：現状，問題点および保全・活用に向けての提言（2005.11.1?

2007.10.31）． 

(7) Turker Altan（トルコ，Cukurova 大学教授），トルコ及び日本の里山に関する研究打合せ

（2006.2）.  

 
6)各種活動 

・学会活動 

中村浩二：日本熱帯生態学会評議員・編集委員，日本昆虫学会評議員 

木下栄一郎：植物地理・分類学会庶務幹事 

笹山雄一：日本動物学会中部支部長 
鈴木信雄：日本動物学会中部支部地区委員 

 
・社会活動 
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中村浩二：（国土交通省北陸地方整備局）利賀ダム環境検討委員会，手取川水系流域委員会委員，（石

川県）石川県環境審議会委員，石川県犀川水系流域委員会委員，白山地域自然保護懇話会委員，

いしかわ自然学校長アドバイザー会議委員，希少種・外来種問題検討会，いしかわレッドデータ

ブックフォローアップ調査委員会委員長，いしかわレッドデータブック県民参加調査計画検討委

員会，石川県河川整備計画検討委員会，千里浜海岸保全対策検討委員会，砂浜海岸の生態的基礎

調査検討会，石川県景観マスタープラン策定委員会，鹿野の里検討委員会（環境配慮の検討委員），

石川県特定鳥獣保護管理計画検討会，（金沢市）環境保全審議会委員，農林業振興協議会委員およ

び農林環境部会長，森づくり市民会議 

木下栄一郎：金沢市文化財保護審議会委員，石川県環境影響評価技術審査会委員 

笹山雄一：石川県環境影響評価委員会委員，石川県原子力発電温排水検討委員会委員，のと海洋ふれ

あいセンター研究報告編集委員会委員，石川県立七尾高等学校スーパーサイエンススクール運営

委員会委員，石川県公共事業評価監視委員会委員 

 
7)その他 

中村浩二：金沢大学「角間の里山自然学校」代表 

木下栄一郎：同 研究員 

 

 

人間計測制御研究部門 

 

1) 学術論文 

(1) Dadjour, M.F., Ogino, C., Matsumura, S., Shimizu, N.  Kinetics of disinfection of Escherichia coli by 
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Instantaneous Blood Pressure in Radial Artery Using the Volume-compensation Method, Proceedings of 

3rd European Medical & Biological Engineering Conference, Prague, Czech Republic, (Nov., 2005) 

(47) K. Motoi, Y. Kuwae, T. Yuji, Y. Higashi, S. Tanaka and K. Yamakoshi: Preliminary study for human 

posture monitoring in the field of rehabilitation, 6th Asian-Pasific Conference on Medical and Biological 

Engineering, Tsukuba, Japan, (April, 2005) 

(48) T. Yamakoshi, K. Yamakoshi, S.Tanaka, M.Nogawa, M.Kusakabe, Y.Sawada and P.Rolfe: A Newly 

Proposed Physiological Index for Automobile Driver’s Activation State Using Simulated Monotonous 

Driving, 6th Asian-Pasific Conference on Medical and Biological Engineering, Tsukuba, Japan, (April, 

2005) 
(49) 野川雅道，田中志信，山越憲一：無侵襲光計測による組織酸素代謝計測，第 44 回日本生体医工

学会大会，つくば（4月，2005） 

(50) 伏見祐哉，岡本明男，野川雅道，田中志信，山越憲一，田中茂雄：近赤外分光法による骨密度計

測の基礎的検討，第 44 回日本生体医工学会大会，つくば（4月，2005） 

(51) 南 武志，岸本雄也, 長久 純, 岡本明男，野川雅道，田中茂雄, 田中志信，山越憲一：光電容積脈

波二波長分光法用いた無侵襲ヘマトクリット計測法に関する研究，第 44 回日本生体医工学会大

会，つくば（4月，2005） 

(52) 田中茂雄，杉谷雅人，澤島庸介，野川雅道，田中志信，山越憲一：エアリーク式気泡緩衝材を用

いた新規ヒッププロテクタの基礎的検討，第 44 回日本生体医工学会大会，つくば（4月，2005） 

(53) 西尾 崇，野川雅道，丸山美知郎，田中志信，山越憲一，高田重男：容積補償法による手首連続血

圧計測システムの開発，第 44 回日本生体医工学会大会，つくば（4月，2005） 

(54) 大江純平，松本啓嗣，岡本明男，野川雅道，田中志信，山越憲一：部分圧迫法を用いた容積振動

型上腕血圧計測システムの開発，第 44 回日本生体医工学会大会，つくば（4月，2005） 

(55) 松本啓嗣，本井幸介，岡本明男，野川雅道，田中志信，山越憲一：トイレ便座を利用した自動血
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圧計測システムの開発 ? 超音波センサを用いた水頭圧補正法の検討? ，第 44 回日本生体医工

学会大会，つくば（4月，2005） 

(56) 五十嵐朗，宋 義林，諸江輝義，野川雅道，田中志信，山越健弘，山越憲一，丸山美知郎 4)，高

田重男，南 順一：電気的アドミタンス式無拘束心拍出量計測における最適電極配置と精度評価，

第 44 回日本生体医工学会大会，つくば（4月，2005） 

(57) 宋 義林，五十嵐朗，諸江輝義，野川雅道，田中志信，山越健弘，山越憲一，丸山美知郎，高田重

男，南 順一：容積補償法及び電気的アドミタンス法を併用した多用途小型循環動態モニターシス

テム，第 44 回日本生体医工学会大会，つくば（4月，2005） 

 
6) 研究交流 

・共同研究 

(1) 山田外史，ＧＭＲ素子を用いた渦流探傷方の微小キズ検出への適用，大同特殊鋼株式会社 

(2) 田中志信（分担），ユビキタスヘルスモニター技術の開発，大韓民国三星電子株式会社 

(3) 田中志信（分担），非侵襲血糖計測法に関する開発研究，TYT 技研株式会社 

(4) 田中志信（分担），睡眠時の非侵襲生体計測に関する研究，SRI 研究開発株式会社 

 
・訪問外国人研究者 

(1) Dr. Francis Dawson, Professor, カナダ,トロント大学電気工学科, 電磁環境分野 (2005.4.17-20) 

(2) Dr. Krissanapong Kirtikara, タイ・モンクット王工科大学, 学長, 電磁環境分野 (2005.9.15) 

(3) Dr. Somchai Chanchaona, タイ・モンクット王工科大学, 副学長, 電磁環境分野 (2005.9.15) 

(4) Dr. Kosin Chamnongthai, タイ・モンクット王工科大学, 電気通信科講師, 電磁環境分野(2005.9.15) 

(5) Dr. Anak Khantachawana, タイ・モンクット王工科大学, 機械工学科講師, 電磁環境分野(2005.9.15) 

(6) Dr. Abhijit Mukherjee, Professor, インド ジャバプール大学電気工学科 , 電磁環境分野

(2005.9.1-30) 

(7) Dr. Subhas C. Mukhopadhyay, ニュージーランドマッシー大学,理学学域講師, 電磁環境分野

(2005.12.4-2006.2.6) 

(8) Dr. Peter Rolfe, Professor, Department of Communication, Computer and System Sciences, University of 

Genova，生体情報計測分野 (2005. 10) 

 

・ 海外渡航 

(1) 清水宣明，米国，Washington, DC, Society for Neuroscience 35th Annual Meeting (2005, 11) 
(2) 山田外史，ニュージーランド，パーマスノース, International conference of Sensor Technology 

(2005, 11) 
(3) 田中志信，中華人民共和国・上海，IEEE 国際医用生体工学会議（2005, 9） 

(4) 田中志信，チェコ共和国・プラハ，欧州医用生体国際会議 (2005, 11) 

 
7) 各種活動（学会・社会） 

・学会活動 

清水宣明：日本生理学会評議員，ソノケミストリー研究会運営委員 

山田外史：電気学会マイクロ磁気ドライブ技術調査専門委員会委員，電気学会生体内物質・機能に対
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する磁気効果調査専門委員会委員，電気学会リニア電磁駆動装置解析手法の体系化調査専

門委員会委員，日本応用磁気学会論文委員，日本 AEM 学会評議委員，Chairman of 

International Steering Committee of Asia-Pacific Symposium on Applied Electromagnetics and 

Mechanics, 電気学会北陸支部代表監査委員，次世代センサ協議会北陸支部幹事 

田中志信：日本エム・イー学会評議員, 日本バイオマテリアル学会評議員, 日本生活支援工学会評議

員, 計測自動制御学会生体・生理工学部会運営委員, 電子情報通信学会バイオサイバネテ

ィクス研究会委員 

 

・社会活動 

山田外史：北陸電気使用合理化委員会委員，電気保安功労者表彰専攻北陸委員会委員，北陸グリーン

電力基金運営委員会 
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５．研究費 

 

自然計測研究部門 

 

1) 科学研究費 

(1) 小村和久，文部科学省特別教育研究 極低レベル放射能測定による新領域の開発と全国共同利用微
弱放射能測定拠点の形成 10,100千円 

(2) 山本政儀（代表）基盤(B)(1),旧ソ連セミパラチンスク核実験場周辺地域の放射能汚染状況と住民の
内部被曝線量，4,600 千円 (平成 16年度-平成 17年度) 

(3) 山本政儀 (代表）基盤(C)(2),  湖底堆積物中のウラン･トリウム同位体変動と古環境解析の基礎研
究，1,100千円(平成 16年度-平成 17年度) 

(4) 佐藤 努(代表)，基盤研究 B (一般)「多環芳香族炭化水素と大気浮遊微細鉱物の相互作用およびそ
の運搬媒体の解明」12,363千円 

(5) 佐藤 努(分担)，文部科学省，研究拠点形成費補助金「環日本海域の環境計測と長期･短期変動予
測―モニタリングネットワークの構築と人為的影響の評価」200,200千円 

(6) 長谷部徳子(代表)，萌芽研究 鉱物中の放射線損傷量をどう見積もるか？ ラマン分光法と FT 法
を用いた研究，1,500千円 

 
2) 研究助成金等 
(1) 小村和久，学長戦略経費（重点研究経費），極低レベル放射能測定による新領域の開発と全国共同
利用微弱放射能測定拠点の形成，20,000千円 

(2) 小村和久，財団法人放射線影響協会研究奨励助成金，108mAg を用いる新しい原爆中性子評価法の
開発，350千円 

(3) 小村和久，長瀬ランダウア共同研究，個人線量計の自己照射評価 100千円 
(4) 佐藤 努 (代表)，(財)鉄鋼業環境保全技術開発基金 平成 1７年度研究助成 (一般)「鉄鋼スラグ
を用いた陰イオン吸着材の合成とその吸着特性」，1,500千円 

(5) 佐藤 努 (代表)，平成 1７年度金沢大学重点研究経費 (若手の萌芽的研究)「天然微細鉱物の共生
効果によるアミノ酸重合触媒作用」，383千円 

 

3) 共同研究費 

(1) 佐藤 努(代表)，共同研究費，東邦レオ株式会社，腐植がアルカリ緩衝に及ぼすメカニズムに関す

る研究， 500千円 

(2) 佐藤 努(代表)，太平洋コンサルタント株式会社，セメントーベントナイト相互作用の基礎的研

究，500千円 

(3) 佐藤 努(代表)，株式会社セレス，セメントとベントナイト界面におけるイオン交換における相

互特性の調査，840千円 

(4) 佐藤 努(代表)，日本ポリプロ株式会社，粘土鉱物の構造に関する基礎的研究，1050千円 

 
4) 受託研究費 

(1) 小村和久，気象研究所受託研究，海洋環境における放射性核種の長期挙動に関する研究，5,254千
円 

(2) 小村和久，石川県受託研究，極低レベル放射能の検出方法の開発と実証に関する基礎研究，2,000
千円 
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(3) 佐藤 努(代表)，核燃料サイクル開発機構，スメクタイトのアルカリ変質挙動の速度論的研究，
2,500千円 

 

5) 奨学寄付金 

(1) 佐藤 努，奨学寄附金，株式会社ベスト工房，600千円 

(2) 佐藤 努，奨学寄付金，ガッスールジャパンジャミーラ，200千円 

(3) 佐藤 努，奨学寄附金，(社)資源・素材学会，100千円 

(4) 佐藤 努，奨学寄附金，クニミネ工業株式会社，1000千円 

(5) 佐藤 努，奨学寄附金，株式会社ベスト工房，600千円 

(6) 佐藤 努，奨学寄附金，日本ポリプロ株式会社，1050千円 

(7) 佐藤 努，奨学寄附金，㈱ボルクレイ ジャパン，400千円 

(8) 佐藤 努，奨学寄附金，T･L･O（金沢大学 TLO）450千円 

(9) 佐藤 努，奨学寄附金，ソフィア，500千円 

(10) 佐藤 努，奨学寄附金，T･L･O（金沢大学 TLO）150千円 

(11) 佐藤 努，奨学寄附金，ソフィア，1700千円 

(12) 佐藤 努，奨学寄附金，セレス 800千円 

(13) 佐藤 努，奨学寄附金，太平洋 500千円 

(14) 長谷部徳子(代表)，（財）三谷研究開発支援財団研究助成, 地球科学試料の年代決定のための手法

の開発・改良，1,400千円 

 

 
エコテクノロジー研究部門 

 
1) 科学研究費 

(1) 岩坂泰信（代表），特別研究員奨励費，アジアダストの環日本海域環境への関わりに関する研究

1,500 千円 

(2) 塚脇真二（代表），基盤研究（Ｂ），カンボジアのトンレサップ湖における生物多様性維持機構の

評価 3,900千円 

(3) 塚脇真二（分担），基盤研究（Ｂ），東南アジア地域の天然ゴムプランテーションで発生する大気

汚染物質の特性と影響評価 

(4) 小林史尚（代表），若手研究（Ｂ），重金属含有有機性廃水のリデュース（廃棄物発生抑制）型高

度処理システムの開発，3,700千円 

(5) 小林史尚（分担），萌芽研究，ヨウシュヤマゴボウを用いた低濃度重金属汚染土壌の浄化と有価金

属回収システムの構築，3,100千円 

 
2) 研究助成金等 

(1) 小林史尚（代表），平成 17 年度ゼネラル石油研究奨励財団研究助成，「リグノセルロース資源から

の燃料電池用メタンの生産」，800 千円 

 
3) 共同研究費 



 

 - 66 - 

(1) 木村繁男（代表），太平洋工業株式会社「バルブ内の気液二相流れに関する研究」，1,000千円 

(2) 木村繁男（代表）, 矢崎総業株式会社「熱振動式超小型フローセンサーの開発研究」，500 千円 

(3) 木村繁男（分担），（株）キャンパスクリエート「リンク機構式自己揺動翼による高効率垂直軸型

風車発電装置の研究開発」，8,537千円 

 
4) 奨学寄付金 

(1) 小林史尚（分担），株式会社アクトリー，525 千円 

 
5) その他 

(1) 塚脇真二（代表），UNESCO Japanese Fund-in-Trust (MAB-IHP Joint Programme)，MAB-IHP 

Joint Programme Ecological and Hydrological Research and Training for Young Scientist in 
Tonle Sap Biosphere Reserve, Cambodia: Research and Training for Young Scientists，

12,000USD 

(2) 小林史尚（代表），金沢大学重点研究経費，重金属含有有機性廃水のリデュース（廃棄物発生抑制）

型高度処理システムの開発，400 千円 

 

 

生物多様性研究部門 

 

1) 奨学寄付金 

(1)  鈴木信雄（代表），財団法人 磁気健康科学研究振興財団研究助成，500千円，磁界による骨形成

機構の解明：魚類のウロコを用いた新規モデルシステムの開発．  
 

2）受託研究費 

(1) 鈴木信雄（代表），（財）日本宇宙フォーラム，2,432千円，微小重力に対する骨芽及び破骨細胞の

影響：魚類のウロコを用いた解析． 

(2) 鈴木信雄（代表），独立行政法人 科学技術振興機構 平成17年度「シーズ育成試験」， 2,000千

円，磁場による骨疾患治療システムの研究開発． 

(3) 鈴木信雄（分担）（代表：染井正徳，金沢大学大学院自然科学研究科薬学系・教授），独立行政法

人 科学技術振興機構 平成17年度「シーズ育成試験」， 2,000千円，新規骨粗鬆症治療薬の卵

巣摘出マウスモデルでの効果判定試験． 
 

3) その他 

(1) 中村浩二（代表）：文部科学省地域貢献支援特別経費（金沢大学「角間の里山自然学校」），5600

万円． 

(2) 鈴木信雄（代表），学長戦略経費（重点研究経費）若手の萌芽的研究，495千円， 
超音波による骨治療システムの研究開発． 

 

 
人間計測制御研究部門 
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1) 科学研究費 

(1) 清水宣明 (代表), 特定領域研究, 組織認識能を有する二酸化チタン・ナノ粒子の新規がん治療へ

の応用, 7,500 千円 

(2) 清水宣明 (代表), 基盤研究, 新規ラジカル生成系と高勾配磁気分離を融合した環境保全システ

ムの構築, 3,800 千円 

(3) 清水宣明 (代表),萌芽的研究, 機能性バイオ融合ナノ粒子の創製とその医療への応用, 1,400 千

円 

(4) 田中志信（分担），基盤研究(B)(2) 無拘束循環動態連続計測・自律神経活動解析システムに関する

研究，3,500千円 

 
2) 共同研究費 

(1) 山田外史(代表)，大同特殊鋼（株），GMR 素子を用いた渦流探傷法の微小キズ検出への適用に関

する研究，1,000千円  

(2) 田中志信（分担），大韓民国三星電子株式会社，「ユビキタスヘルスモニター技術の開発」，平成

17 年 12 月～18年 7 月，7,000千円 

(3) 田中志信（分担），TYT技研株式会社「非侵襲血糖計測法に関する開発研究（分担）」，平成 16～

18 年度，7,500千円 

(4) 田中志信（分担），SRI 研究開発株式会社「睡眠時の非侵襲生体計測に関する研究（分担）」，平

成 17 年度，1,000 千円 

 
3) 奨学寄付金 

(1) 田中志信（代表），（有）安久工機， 400 千円 

(2) 柿川真紀子（代表），竹中工務店， 500千円 

 
4）受託研究費 

(1) 清水宣明（代表），H17シーズ育成試験研究（JST), 光触媒・超音波化学のカップリング技術とそ

の環境浄化システムへの応用, 2，000千円 

(2) 山田外史（代表）研究成果活用プラザ石川 可能性試験（FS 委託研究）, 磁気センサ付うず電流

探傷技術の電子産業への展開を目指したデータ処理技術の研究, 研究金額：100 万円 

(3) 田中志信（分担），文部科学省知的クラスター創成事業：石川ハイテク・センシング・クラスター

構想，「先進的生体計測技術に基づく健康回復支援プロトコルの開発－無侵襲生体計測法を用い

た健康回復支援システムの開発－」，30,000千円 

 
5) その他 

(1) 清水宣明（分担）, 産学官連携イノベーション創出事業費補助金, 二酸化チタン・バイオ融合ナ

ノ粒子の研究開発と環境浄化へのアプローチ,  9,100 千円 

(2) 田中志信（分担），金沢大学重点化プロジェクト経費, 生体情報の無侵襲的測定法の開発と保健・

医療・福祉への応用，1,500 千円 
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６．研究指導 

 

自然計測研究部門 

 

1) 博士論文 

(1) 玉村 修司，Long Range Transport of PAHs with Aeolian Dusts from Eastern Asian Continent to 

Japan-Adsorption and Stability of PAHs on Mineral Surfaces (和訳) 東アジア大陸から日本への黄砂に

伴う PAHｓの長距離運搬―鉱物表面における PAHｓの吸着とその安定性―，自然科学研究科地球

環境科学専攻, 博士（理学），佐藤 努 

(2) Chelo Supnet Pascua: Mineralogical and Geochemical Constraints on Arsenic Mobility in the Geothermal 

Environment，自然科学研究科地球環境科学専攻，博士(理学)，佐藤 努 

(3) 太郎田融，脳成長過程におけるマンガン，鉄，銅および亜鉛の局在分布と脳変性疾患への影響，

自然科学研究科物質科学専攻，博士（理学），山本政儀 

 

2) 修士論文 

(1) 桑原雄宇，宇宙線誘導核種の挙動とトレーサー利用への試み，修士（理学），小村和久 
(2) 渡部諭，日本海沿岸海水における 228Ra/226Ra比の季節変動，自然科学研究科物質化学専攻，修士（

理学），山本政儀 
(3) 大田 由貴恵，鉱物表面におけるアミノ酸の吸着とその重合，自然科学研究科生命地球学専攻, 修
士（理学），佐藤 努 

(4) 湊 美緒，ハイドロタルサイトによる陰イオンの吸着とその安定性，自然科学研究科生命地球学専
攻, 修士（理学），佐藤 努 

(5) 筒井 政則，高アルカリ環境におけるスメクタイト溶解の圧縮による影響，自然科学研究科生命地

球学専攻, 修士（理学），佐藤 努 
 

3) 卒業研究 

(1) 糸野妙子，湖沼堆積物情報に基づく琵琶湖周辺の過去２０００年間における水文環境変動，理学

部地球学科, 学士（理学），柏谷健二 

(2) 犬飼将成，堆積物情報に基づいた地域環境変動とその展開，理学部地球学科, 学士（理学），柏谷

健二 

(3) 角野 玄，バイカル流域湖沼堆積物情報の解析に基づく環境変動の推定，理学部地球学科, 学士（理

学），柏谷健二 

(4) 浅井篤史，低温における層状珪酸塩の生成に対するアルミニウムの影響，理学部地球学科, 学士（理

学），佐藤 努 

(5) 片桐有由未，ステンレス鋼スラグを用いた陰イオン吸着剤の合成と六価クロム・ホウ素・フッ素

イオンの吸着特性，理学部地球学科， 学士（理学），佐藤 努 

(6) 高山英樹，原子間力顕微鏡の画像解析と鉱物の溶解速度算出ツールとしての応用，理学部地球学

科， 学士（理学），佐藤 努 

(7) 荒武康治，ジルコンのメタミクト化? ラマン分光と FT 法による研究? ， 理学部地球学科，学士

（理学），長谷部徳子 
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(8) 伊藤一充， 湖沼堆積物のルミネッセンス特性，理学部地球学科，学士（理学），長谷部徳子 

(9) 伊藤健太郎， 段階エッチングを用いた第四紀火山ガラスのフィッション・トラック年代測定の試

み， 理学部地球学科，学士（理学），長谷部徳子 

 

 

エコテクノロジー研究部門  

 
1) 博士論文 

(1) 山田 丸，Aerosol mixing states over KOSA source regions: Single particle analysis of free 

tropospheric particles collected with a balloon-borne sampler over Dunhuang, China, 博士（理

学）,岩坂泰信，柏谷健二，佐藤 努，大谷吉生，早川和一 

 
2) 修士論文 

(1) 高橋洋平，海陸風のドップラーソーダによる観測と数値シミュレーション，自然科学研究科機械

科学専攻，修士（工学），木村繁男 

(2) 野原庸平，２成分系水溶液における凝固融解プロセス制御，自然科学研究科機械科学専攻，修士

（工学），木村繁男 

(3) 森本達也，森林内における乱流構造に関する研究，工学部機能機械工学科，修士（工学），木村繁

男 

(4) 大植靖士，富山県氷見市南東部～高岡市北西部地域における地質学的研究，自然科学研究科社会

基盤工学専攻，修士（工学），塚脇真二 

(5) 竹内朝美，北海道沖日本海における古海洋学的研究，自然科学研究科社会基盤工学専攻，修士（工

学），塚脇真二 

(6) 寺西博則，セルロース物質を原料とした乳酸生産プロセスの開発，自然科学研究科物質工学専攻，

修士（工学），中村嘉利，小林史尚 

(7) 村田隼一，植物性芳香族化合物からの機能性物質の合成と特性，修士（工学），中村嘉利，小林史

尚 

(8) 山下 祐哉，褐色腐朽菌の効率的生産とβ-1,3-グルカンの抽出方法の確立，自然科学研究科物質

工学専攻，修士（工学），中村嘉利，小林史尚 

 
3) 卒業研究 

(1) 元井博康，冷却円筒周りの水の凝固プロセスに関する研究，工学部機能機械工学科，学士（工学），

木村繁男 

(2) 海野峻太郎，山越え風の流れに関する数値シミュレーション，工学部機能機械工学科，学士（工

学），木村繁男 

(3) 高道勇成，森林内流れの乱流構造特性に関する研究，工学部機能機械工学科，学士（工学），木村

繁男 

(4) 坂井健一，カンボジアのシェムリアプ市の開発にともなう自然環境ならびに地域社会への影響評

価，工学部土木建設工学科，学士（工学），塚脇真二 

(5) 長屋圭尚，石川県津幡町南部倶利伽羅～南横根地域の地質，工学部土木建設工学科，学士（工学），
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塚脇真二 

(6) 竹下幸美，カンボジアのメコン河水系における河床堆積物の分布と組成 - 河道変動解析のため

の基礎資料として，工学部土木建設工学科，学士（工学），塚脇真二 

(7) 芦田和信，木質系バイオマスのメタン発酵と余剰汚泥の減量化，工学部物質化学工学科，学士（工

学），中村嘉利，小林史尚 

(8) 中本泰教，廃水処理のための銅ゴケ原糸体の増殖特性に関する研究，工学部物質化学工学科，学

士（工学），中村嘉利，小林史尚 

(9) 富田裕昭，オゾンと二酸化チタン光触媒を用いた有機塩素化合物の分解処理，工学部物質化学工

学科，学士（工学），中村嘉利，小林史尚 

(10) 吉田有良，天然機能性物質の新規製造・抽出法の開発と抗酸化活性の評価，工学部物質化学工学

科，学士（工学），中村嘉利，小林史尚 

(11) 中村和雅，重金属耐性を持つ海洋細菌を用いたフェノールの分解，工学部物質化学工学科，学士

（工学），中村嘉利，小林史尚 

(12) 林洋平，Candida parapsilosisを用いた植物性バイオマスからのキシリトール生産，工学部物質

化学工学科，学士（工学），中村嘉利，小林史尚 

(13) 谷口康幸，担子菌に含まれる抗腫瘍性成分の新規抽出方法の確立，工学部物質化学工学科，学士

（工学），中村嘉利，小林史尚 

 

 
生物多様性研究部門 

 
1) 博士論文 

(1) 赤石大輔：金沢市の里山におけるキノコ類とキノコ食昆虫の生物多様性と相互作用：博士（理学），

中村浩二． 

(2) 井下田寛：カシノナガキクイムシの移動と分布に影響を及ぼす要因の解明：博士（理学），中村

浩二． 

(3) 宇都宮大輔：金沢市角間丘陵と金沢城公園の送粉生態系の比較研究：博士（理学），中村浩二． 

(4) Henny Herwin：Seasonal changes in species composition and abundance of ants in small 

yard grounds in West Java, Indonesia（インドネシア西ジャワ州の庭園におけるアリ類の種構

成と個体数の季節変化）：博士（学術），中村浩二． 

(5) Nusyirwan Hasan: Population dynamics of the phytophagous lady beetle Epilachna 

vigintioctopunctata  (Coleoptera: Coccinellidae: Epilachninae) in a Sumatran highland, 

Indonesia ［インドネシア，スマトラ島の高地に生息する食葉性テントウムシ Epilachna 

vigintioctopunctata（甲虫目：テントウムシ科：マダラテントウ亜科）の個体群動態］ 

 

2) 修士論文  

(1) 吉本敦子：ガマズミ属４種の開花および結実フェノロジーと繁殖様式の比較：修士（教育学），

木下栄一郎． 

(2) Arin Ngamniyom：A morphometrical study of the intersex of Thai medaka, Oryzias 

minutillus, inhabiting suburbs of Bangkok, Thailand and its histological view of the gonads，
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自然科学研究科 生命・地球学専攻，修士（理学），笹山雄一 

(3) 出口真理子：有鬚動物門マシコヒゲムシの栄養体の形態生理学的研究，自然科学研究科 生命・

地球学専攻，修士（理学），笹山雄一 

 
3) 卒業研究 

(1) 飯田順一郎：金沢市角間・俵周辺の止水域における水生昆虫の分布と多様性：学士（理学），中

村浩二． 

(2) 角 明子：有鬚動物マシコヒゲムシの栄養体における抗アポトーシス関連酵素抗体による免疫組

織学的研究，理学部生物学科，学士（理学），笹山雄一 

(3) 岡田アキ：能登半島九十九湾において有鬚動物マシコヒゲムシが生息する土壌中の硫化水素濃度，

理学部生物学科，学士（理学），笹山雄一 

(4) 山田哲也：有鬚動物マシコヒゲムシのバクテリオサイトにおける共生細菌の分布と細胞骨格との

関係，理学部生物学科，学士（理学），笹山雄一 

(5) 榎本 洸：有鬚動物マシコヒゲムシの cDNA ライブラリーの作製とその配列解析，理学部生物学

科，学士（理学），笹山雄一 

 

 
人間計測制御研究部門 

 

1) 博士論文 

(1) Komkrit Chomsuwan, Inspection System of High-Density Printed Circuit Board Based on Eddy-Current 
Testing Technique with Spin-Valve Giant Magnetoresistance Sensor （山田外史），自然科学研究科電子

情報科学専攻，博士（工学） 

 

2) 修士論文 

(1) 大石 多佳子，PhospholipaseDの遺伝子シャッフリングによる基質特異性改変に関する研究（清水

宣明），自然科学研究科物質工学専攻，修士（工学）  

(2) 野瀬 律子，光触媒ナノ粒子を内包するウイルス融合リポソームの構築（清水宣明），自然科学研究

科物質工学専攻，修士（工学） 

(3) 山岸 紗弥花，光触媒ナノ粒子の腫瘍細胞内融合と超音波誘導細胞傷害機構の解析（清水宣明），自

然科学研究科物質工学専攻，修士（工学） 

(4) 萩野剛, マイクロうず電流探傷プローブによる線状導体の検査技術に関する研究（山田外史），自

然科学研究科電子情報科学専攻，修士（工学） 

(5) 小林正幸, スクリュー形磁気マイクロポンプの構成と流量特性に関する研究（山田外史），自然科

学研究科電子情報科学専攻，修士（工学） 

(6) 南出健八郎, GMRセンサを用いた非磁性微小金属球検出に関する研究（山田外史），自然科学研究科

電子情報科学専攻，修士（工学） 

(7) 中道勇人, 実用設計を想定した磁気式限流器の数値解析と設計に関する研究（山田外史），自然科

学研究科電子情報科学専攻，修士（工学） 

(8) 西村貴士, 磁界投影法による2次元・3次元磁界分布計測・可視化手法とその再現精度に関する研究
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（山田外史），自然科学研究科電子情報科学専攻，修士（工学） 

(9) 舘聡, 超長波交流磁界曝露による細菌細胞の生理状態への影響に関する研究（山田外史, 柿川真紀

子），自然科学研究科電子情報科学専攻，修士（工学） 

(10) 大澤 剛士，近赤外差分スペクトル分光法による無侵襲血糖値計測法に関する研究（田中志信），

自然科学研究科人間・機械科学専攻，修士（工学）   

(11) 菱 亨，大血管内手術支援のための側視鏡型血管壁可視化システムの開発研究（田中志信），自然

科学研究科人間・機械科学専攻，修士（工学）   

(12) 平井 栄太，ウェアラブル連続姿勢変化・行動計測システムの開発と医療・福祉への応用（田中

志信），自然科学研究科人間・機械科学専攻，修士（工学）   

(13) 松本 啓嗣，在宅下無意識生体情報モニタシステムの開発研究（田中志信），自然科学研究科人間・

機械科学専攻，修士（工学）   

(14) 南 武志，光電容積脈波を用いた無侵襲ヘマトクリット・酸素飽和度計測法に関する研究（田中

志信），自然科学研究科人間・機械科学専攻，修士（工学）   

 

3) 卒業研究 

(1) 伊藤 吉基，分子進化法によるリン脂質代謝酵素の触媒機能改変～基質特異性改変～（清水宣明）

工学部物質化学工学科，学士（工学）  

(2) 岩田 純一，二酸化チタン・超音波照射法による環境保全システム構築に関する基礎研究 （清水宣

明）工学部物質化学工学科，学士（工学）  

(3) 崎山 和亨，二酸化チタンへの超音波照射によるＯＨラジカル生成機構の解析 （清水宣明）工学部

物質化学工学科，学士（工学） 

(4) 笹井 良祐，生物機能性材料による磁性微粒子の表面修飾 （清水宣明）工学部物質化学工学科，学

士（工学） 

(5) 下宮 琢也，Ｂ型肝炎ウイルス由来PreS1/S2タンパク質の精製とその光触媒ナノ粒子表面への修飾  

（清水宣明）工学部物質化学工学科，学士（工学） 

(6) 高田 奈充子，リン脂質代謝酵素の酵素学的特性の解析 ～立体構造についての解析～（清水宣明）

工学部物質化学工学科，学士（工学）  

(7) 吉野 和慶，放線菌を用いた新しいタンパク質発現システムの構築  （清水宣明）工学部物質化学

工学科，学士（工学） 

(8) 浅井良太,磁気マイクロポンプの駆動に用いる回転磁界の研究（山田外史）工学部電気電子システ

ム工学科，学士（工学） 

(9) 三浦哲也,SUS厚板検査のためのうず電流探傷プローブに関する研究（山田外史）工学部電気電子シ

ステム工学科，学士（工学） 

(10) 西野仁展,高周波うず電流探傷における高速データ処理法の研究（山田外史）工学部電気電子シス

テム工学科，学士（工学） 

(11) 大野晋吾,液体中の磁性粒子の磁気分離に関する研究（山田外史）工学部電気電子システム工学科，

学士（工学） 

(12) 高田幸永,磁気分離に用いる磁界発生装置の磁気分布評価と分離容器設計（山田外史）工学部電気

電子システム工学科，学士（工学） 

(13) 打越達也,CAIプログラム開発のための磁気アクチュエータモデルに関する研究（山田外史）工学部
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電気電子システム工学科，学士（工学） 

(14) 林晃平,大型球面プローブを用いた3次元磁界分布測定の自動化とその可視化に関する研究（山田外

史）工学部電気電子システム工学科，学士（工学） 

(15)四辻和也,数値解析に基づく積鉄心型磁気式限流器の設計と試作（山田外史）工学部電気電子シス

テム工学科，学士（工学） 

(16) 小多雄太,骨芽細胞と破骨細胞におよぼす交流磁場効果（山田外史, 柿川真紀子，鈴木信雄）工学

部電気電子システム工学科，学士（工学） 

(17) 永田真矢,交流磁場による薬効調節に関する研究（山田外史,柿川真紀子）工学部電気電子システム

工学科，学士（工学） 

 
(18)川口 道寛，近赤外光を用いた無侵襲ヘマトクリット・酸素飽和度計測に関する研究（田中志信），

工学部人間・機械工学科，学士（工学）  

(19)北本 麻希，医療・福祉支援のための睡眠時無意識生体情報モニタシステムの開発研究（田中志

信），工学部人間・機械工学科，学士（工学）  

(20)窪田 伸之助，水没事故予防のための浴槽内無意識生体計測法に関する基礎的研究（田中志信），

工学部人間・機械工学科，学士（工学）  

(21)榊原 千枝美，ラット骨折モデルの構築と力学刺激の骨折治癒効果に関する基礎的検討（田中志

信），工学部人間・機械工学科，学士（工学）  

(22)佐藤 伸幸，容積補償型手首連続血圧計測法における測定精度向上のための改良化研究（田中志

信），工学部人間・機械工学科，学士（工学）  

(23)佐藤 真，自己血糖計測デバイスのための血管探査・刺入確認法に関する研究（田中志信），工学

部人間・機械工学科，学士（工学）  

(24)清水 貴幸，自己血糖計測デバイスのための血管探査・刺入確認法に関する研究（田中志信），工

学部人間・機械工学科，学士（工学）  

(25)俵 健一郎，単調運転時におけるドライバーの活性度評価と高濃度酸素負荷効果に関する研究（田

中志信），工学部人間・機械工学科，学士（工学）  

(26)虎井 総一郎，近赤外光を用いた無侵襲骨密度計測法に関する基礎的検討（田中志信），工学部人

間・機械工学科，学士（工学） 

(27)森脇 嘉之，大血管内視鏡手術支援のための血管壁可視化法に関する研究（田中志信），工学部人

間・機械工学科，学士（工学）  
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７．その他 

 

自然計測研究部門 

 

1) 新聞等報道 

小村和久 
2005年 6月 6日  放射能研究所を視察，馳代議士，小松・尾小屋測定室へ：北國新聞  

2005年 6月 6日  測定技術向上目指す：北陸中日新聞  
2005年 7月 30日  被爆線量 新方式で推定，広島・長崎 10％多く：朝日新聞 

2005年 9月 22日  被爆の強さ銀で解明：北國新聞 

2005年 10月 3日  宇宙からの“手紙“雨の中から発見 上空の現象解明のてがかりに：北陸中日新

聞  

2005年 10月 19日  銀が語る被爆のつめ跡：HABスーパーJ チャンネル  

2005年 11月 19日  尾小屋から世界に「驚き」：北陸中日新聞  

2005年 12月 3日  広島・長崎の原爆放射線量 銀製品から測定：広島読売新聞 

 
佐藤 努 

2005年 4月 26日  ホウ素やフッ素 土壌汚染物質不溶化の薬剤 金沢大発ベンチャー・ソフィアが

開発 来月，環境展出品へ：北陸中日新聞 

2005年 9月 14日  実用化事業県が 3件採択･鉱物で水質浄化：北国新聞 

2005年 10月 14日  土壌浄化で新システム提案 ヒ素無毒化資材を投入：化学工業日報 

2005年 11月  不溶化で実績，水処理も視野に技術の幅広げる：日報アイビー 

2006年 2月 25日  ヒ素を除去するフィルター･金沢発ベンチャーが開発・家庭用浄水器で製品化：

北国新聞 

 

エコテクノロジー研究部門  

 

1) 新聞等報道 

塚脇真二 

2005年 5月 22日 地震津波 急深の海底被害大 金大・塚脇助教授タイ調査：北陸中日新聞朝刊 

2005年 7月 31日 １０年間の努力が結実 金沢と周辺地質図年内にも出版へ：北陸中日新聞朝刊 

2005年 12月 1日 ニュース「トンレサップ湖生物多様性総合調査国際シンポジウム開催」：アプサ

ラチャンネル（カンボジア） 

2006年 1月 2日 みまっしワイドいしかわ６１０「金沢の地質図完成」：NHK金沢放送局 

2006年 1月 10日 おはよう日本「いしかわのニュース：カンボジアのトンレサップ湖で魚の新属発

見」：ＮＨＫ金沢放送局 

2006年 1月 25日 トンレサップ湖 特異性はっきり カンボジア 魚の新発見 金沢大中心の調査チ

ーム 本村助教授（鹿児島大）が報告：北陸中日新聞朝刊 

2006年 1月 29日 トンレサップ湖の魚たち 金大塚脇助教授チーム調査研究 外来種と人間が影響 

本村・鹿児島大助教授が指摘 分類調査必要訴え：北陸中日新聞朝刊 
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2006年 1月 30日 姿変える神秘の巨大湖 カンボジアトンレサップ湖 アンコール支えた宝庫 都市

化やダムの影：毎日新聞朝刊「世界遺産からのＳＯＳ」 

2006年 3月 4日 石川の活躍 世界へ命名 カンボジアの新種魚 調査尽力の金大助教授 栄誉「ツカ

ワキイ」：北陸中日新聞朝刊 

2006年 3月 24日 金沢発イブニング・ファイブ「あなた出番ですよ」：北陸放送 

 
小林史尚 

2005年 12月 22日 廃棄物出さぬ廃水処理，細菌と植物で分解，コスト減・残さも資源活用：北陸中

日新聞朝刊 

2005年 12月 22日 重金属・有機物，県産微生物で浄化：北国新聞朝刊 

 

 

人間計測制御研究部門 

 

1) 新聞等報道 

田中志信 

2005年 6月 7日 無呼吸，枕が診断．いつも通り寝るだけで OK：北國新聞 

2005年 6月 15日 知らず知らずに健診：北国新聞 

2005年 11月 22日 金沢大学ベンチャービジネスプランコンテスト，水没アラーム及びベッドモニタ

紹介：石川テレビスーパーニュース 

2005年 11月 24日 起業プラン競う．金沢大でコンテスト．水没アラーム 1位：読売新聞 

2005年 12月 9日 浴槽で心電図を自動計測．高齢者ら水没事故防止へ：建設工業新聞 

2005年 12月 16日 自動計測モデルルーム開設：建設工業新聞 

2005年 12月 16日 「心臓機能・血圧」24時間計測：日本経済新聞 
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